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　孝太郎達は三年生になり、高校生として最後の夏休みを迎えていた。だがこの夏は非常に忙しかった。単に敵が出たというだけではなく、その敵がフォルトーゼへ逃げたので後を追う必要が出たのが大きかった。その為に必要な事があまりにも多く、その対応に追われていたのだった。

「………うぅ………も、もう、うごけませぇん………」

　その忙しさを物語る最たるものは、六畳間の隅で寝転んでいるゆりかだった。この夏、ゆりかは対魔法戦の指導を請われる事が多かった。そしてグレバナスが復活した事で、自身を鍛え直す必要があると感じたゆりかは、その要請を片っ端から引き受けた。その結果が全身の筋肉痛だった。

「自覚が出たのは結構な事だがな、モノには限度があるだろうが、限度が」

「大丈夫でしゅう、代わりに勉強を休みましゅうぅ」

「それは絶対に休むな」

「ええぇぇぇえええぇぇぇ!?」

「えー、じゃないの」

　そんなゆりかの手足をマッサージしてやっている孝太郎は複雑な気持ちだった。何事にも怠慢気味のゆりかなので、自発的に訓練に加わるようになったのは大きな進歩と言えるだろう。だがそれでオーバーワークになり、他の事に悪影響が出始めている。それでは折角の努力の意味が薄れてしまうから、孝太郎はゆりかを褒めてやりたいのに褒められないという、微妙な心境になっていた。

「魔法少女が勉強が出来ずに落第なんて、子供達が聞いたら泣くぞ」

「………多少訓練のペースを考えて、勉強もしますぅ」

「結構、結構」

　だが魔法少女としての自覚が備わって来たおかげで、ゆりかは素直に孝太郎の言葉を受け入れた。これで一安心。孝太郎は止まっていたマッサージを再開した。

「ところでぇ、里見さんってぇ、マッサージ上手ですねぇ？」

「半分は早苗がくれた霊能力のおかげだな」

「ぶい！」

　早苗が自慢げにブイサインを作る。彼女は孝太郎とは反対側で、やはりゆりかの身体のマッサージをしていた。

「もう半分は野球をやっていたからだな。身体の休め方やメンテナンスなんかはきちんと習ってる」

　中学までは真剣に野球をやってきた孝太郎なので、筋肉痛とは長い付き合いだった。練習をしていると筋肉痛になる事があり、それを早く治す方法は知っていた。

「いた、いたたたた、早苗ちゃん痛いですぅ！」

「あ、ごめん」

「あんまり強くやるなよ。筋肉痛には強いマッサージは逆効果なんだ」

「あいあい」

　筋肉痛は筋肉を激しく動かし続ける事で生じる、筋肉内の沢山の細かな傷が原因だ。それを癒すには主に血流を良くする事が必要で、じっとしているのが一番良くなかった。今回のゆりかの場合は動けない程の全身の筋肉痛だったので、見かねた孝太郎達がマッサージをしてやっているという訳だった。

「でもさー孝太郎、ゆりかがこうなったのって、結局忙し過ぎたからじゃない？」

「まあな。訓練のスケジュールが過密なのは確かだからな」

　ゆりかが筋肉痛で動けなくなったのは、そもそも過密な訓練スケジュールに、律儀に全部参加していたからだ。訓練自体がもっと少なければゆりかもこうはならなかったに違いないだろう。

「あたしはそこが問題だと思うのですよ」

「どういう事だ？」

「あ～～～そ～～～び～～～た～～～い～～～!!」

　早苗は両手をぶんぶんと振り回し、大きなアクションと共にそう訴えた。するとこれまではそれぞれに別の行動をしていた少女達の視線が早苗に集まった。

「ちょっと前に海に行ったろ」

「あれは半分訓練だったじゃない！　それにさ、あれだけが夏休みの想い出じゃ寂しいんだよっ！　高校最後の夏でしょー!?」

「う～～～ん………」

　いつもなら仕方ないだろと早苗を諭す場面なのだが、目の前でぐったりしているゆりかの姿を見ているとそうするのは可哀想に思えた。少し考え込んだ後、孝太郎は六畳間にいる他の少女達に意見を訊く事にした。

「みんな、どう思―――」

「はいはいはいっ、里見君っ、私キャンプに行きたい！」

「わらわはあの、何と言ったか、城が建っているテーマパークに行きたいっ！　うちの皇宮とどっちが大きいか比べたいのじゃ！」

「あたしは海外に行きたい！　スノボする！」

「わたしは筋肉痛が治る場所に行きたいですぅ」

「ならば温泉でゆっくりと疲れを癒すのはどうだ？」

「それが良いですぅ、キリハさぁん！」

　すると孝太郎の言葉が最後まで行く前に、少女達の願望が噴出した。早苗だけでなく、少女達の殆どが似たような事を考えていたのだ。このところ、六畳間の少女達は多くの仕事に追われていた。外交官としての仕事もあるティア達はもちろん、訓練や技術交流、単純な事務仕事等に駆り出されていたのだ。比較的暇なのは先んじて大学生になった晴海だが、そんな彼女でも魔法に関する訓練や講義に招かれる事が少なくない。この反応は当然のものと言えるだろう。







　一旦遊びに行くと決まった後は早かった。ルースによりスケジュールの調整が行われ、瞬く間に遊びに行く日が決定。だがやはり多忙な人間ばかりで、しかも十人以上の人間がいるので、全員が自由な時間は半日ほどしか確保出来なかった。遠出は無理そうだと肩を落としかけた一同だったが、幸運にもその日は夏祭りが開催されており、夏祭りなら文句なしと全員で出掛ける事に決まったのだった。

「里見さん、この浴衣どうですか？」

　孝太郎の前に立ったナナが、両腕を軽く広げるようにしてその場でくるりと一回転。身に着けている浴衣を孝太郎に披露した。そんな彼女の軽快な動きに、浴衣の裾とツインテールが揺れていた。

　―――初めて浴衣を着せて貰った小学生みたいだな………。

　それが孝太郎の正直な感想だった。そしてそれは間違っていない。天才ゆえにまともな子供時代を過ごしていないナナなので、どうしてもそうなってしまうのだ。だがこの二年数ヶ月間で多少は女心を学習した孝太郎は、その正直な感想を封印した。

「よくお似合いです」

「ホント？　ありがとう！」

「金魚柄の浴衣なんてよく見付けて来ましたね。夏祭りに合ってると思います」

「うふふ、後で絶対に金魚すくいに行くんだ」

　ナナも一緒である理由は、ゆりか経由で話が伝わったからだった。この日はたまたまナナも時間が空いており、話が伝わると即座に同行が決まった。やはりナナも多忙が続いており、息抜きの機会を求めていたのだ。

「浴衣は私と一緒に買いに行ったんですよぅ」

　ナナの隣にいたゆりかがそう言って微笑んだ。彼女の浴衣は花火の柄。元々髪型が似ている事もあって、そんな二人が並んでいると、これから夏祭りに遊びに行く姉妹という雰囲気だった。

　―――これは………どっちが姉でどっちが妹かは、言わない方が良いよな………。

　そして再び正直な感想を封印する孝太郎だった。

「二人で並んでいると絵になるな」

「やっぱりそう思いますかぁ？　えへへ、じっくり選んだ甲斐がありました！」

「良かったわね、ゆりかちゃん」

「はぁい」

　ゆりかとナナは顔を見合わせて笑い合う。ナナは本当に浴衣を着るのが初めてだったので、買う時にはゆりかに協力を求めた。そして二人で散々悩んで決めたので、褒められると嬉しかった。

「おっほっほっほ、わらわ達の美しさに刮目するが良い！」

　そんな時、ひまわり柄の浴衣を身に着けたティアがやってきて、孝太郎の前でふんぞり返る。ティアは自分の浴衣姿に絶対の自信があった。

「初めて浴衣を着た小学生みたいだな、お前」

「なんじゃとー！」

　本当はティアの浴衣姿も似合っていた。しかしこれだけ自信満々に来られると、孝太郎も少し意地悪を言いたくなってしまう。そこでさっき封印した言葉を、あえてティアにぶつける孝太郎だった。

「嘘だ。本当は良く似合ってる」

　だが孝太郎はすぐに本音を伝えた。本当の意地悪をしたい訳ではない。今日はこれから楽しく遊ぼうというのだ。無意味にティアを怒らせるのは可哀想だった。すると拳を振り上げて殴りかかろうとしていたティアの動きがぴたりと止まった。

「………ぬぅ、何故最初から素直にそう言わぬ？」

　ティアは両手を腰に当て、不満そうに孝太郎を見上げる。それでは可愛い浴衣姿が台無しだった。

「あんだけ自信満々に来られたら、褒め難いだろ」

「自分の女のちょっとしたお茶目さんぐらい、笑って許すのがマナーじゃろ！」

「誰が自分の女だ、誰が。素直に褒められたかったら、あの辺みたいに来い」

　孝太郎が指さした先には、やはり浴衣姿のルースと真希、晴海の姿があった。ルースはティアと一緒に来たのだが、ティアと孝太郎の楽しそうなやり取りを邪魔しないように黙って待っていた。真希と晴海はティア達の少し後に一緒にやってきたのだが、やはり孝太郎とティアのやり取りに割って入ろうとはせず、成り行きを見守っていた。

「ああいう風に思いやりを見せられたら、こっちも厳しい事は言えないだろ」

「………マキとハルミはともかく、ルースが待っているのは思いやりではないぞ？」

「殿下っ、お待ち下さいっ！」

「ルースが待っているのは、自分をちゃんと見て欲しいからじゃ。わらわと一緒では印象が薄まるでな」

「で、殿下ぁっ！」

　ティアの思わぬ暴露に、ルースは顔を赤くしてくるりと背を向けた。だが後ろを向いてもうなじまで赤くなっていたので、ルースがどんな顔で、どんな気持ちでいるのかは孝太郎とティアにもよく分かっていた。

「………後でやたらと褒めるのじゃぞ？」

「ちゃんと分かってるって」

「そなたと並んだ時に映えるようにと、ルースはいろいろと悩んだのじゃ」

「ルースさんは形から入りたがるもんな」

「写真も忘れずに撮るのじゃぞ」

「ああ、そのつもりだ」

　孝太郎も今日は浴衣を着ている。濃い目の青の生地に、白い曲線が何本か入っていて、全体としては何となく海を思わせる落ち着いたデザインだ。それに対してルースの浴衣は孝太郎のものよりは幾らか薄めの青い生地に、黄色い月をあしらったデザインになっている。そんな二人が並ぶと上手い具合に海と月になる。パッと見は分からないが、並ぶと絵になるルースらしい工夫だった。孝太郎も、ティアが言うように写真を撮らないのはもったいないと感じていた。

「ふーん、藍華さんは紫陽花、桜庭先輩は雪とウサギか………二人共イメージを優先しつつ落ち着いた感じでまとめましたね」

　ティアとの話が一旦途切れたので、孝太郎は真希と晴海に目を向ける。かなり改善してきてはいるのだが、この二人は放っておくといつまでも待ってしまう傾向がある。だから孝太郎は二人が待っていると気付いた時には、ちゃんと声をかけるようにしていた。

「あんまり派手にはしたくなかったけど、華やかさが全くないのも嫌だなぁって。それで見付けたのがこの紫陽花柄です」

　真希はそう言いながら袖にあしらわれた紫陽花の柄を孝太郎に見せた。確かに派手過ぎず地味過ぎず、最近の真希には良く似合っていた。

「ほー、絶妙な匙加減のを選んで来たな」

「私もそう思います。ふふふ」

　そう言って真希は微笑む。かつての真希なら無地かそれに近い程度のデザインの、藍染を選んだかもしれない。そこに紫陽花という自己主張が入ったのは、大きな進歩と言えるだろう。

「桜庭先輩もやっぱり藍華さんと同じような方針で選んだんですか？」

「私は単純に一目惚れです。店頭で見た瞬間に『これだ！』って」

　晴海の浴衣は、生地を雪の山に見立て、そこを数匹のウサギが走っているデザインになっている。ウサギのデザインが意図的に雪ウサギに寄せられているので、ファンタジックな雰囲気もある。一目惚れという話だが、晴海らしさも感じられる浴衣だった。

「その後で、これなら派手過ぎないし、地味過ぎないなぁって」

「一目惚れでもその方針は貫かれるんですね」

「最年長が派手派手だと色々と問題が」

「晴海だけ女子大生だもんね～～、にししし」

　そこへやって来たのが早苗だった。彼女は晴海が言うところの派手派手の浴衣を着ている。色とりどりの謎の生物がこれでもかというくらい染め抜かれていて、子供向けアニメのコラボ商品と言われても違和感のないデザインだった。だが早苗が着ていると不思議と良く似合う。本人の明るさと釣り合うからだろう。

「でも実は最年長はあたしかもしんない」

　その隣には『お姉ちゃん』の姿もあった。彼女もやはり派手派手の浴衣なのだが、デザインがシンプルな花柄で、若干早苗のそれよりも落ち着いた印象がある。あくまで若干なのだが。

「お前らは年齢に合わせて、もうちょっと成長しろよ」

「してるよ！　胸だってホラ、ちょっと大きくなったんだから！　触ってみれ！」

「そうだそうだ！　特にあたしは最年長の分だけ、色々と成長しているぞ！」

『恥ずかしいからやめてよー、そういう話を大声でするのー！』

　早苗達の中で唯一の良識派である『早苗さん』は幽体離脱状態で、他の二人の後ろに隠れるようにしていた。派手派手の浴衣が若干恥ずかしい―――でも嫌いではない―――のだ。だがそれ以上に恥ずかしい話題が展開しつつあったので、思わず割って入った『早苗さん』だった。

「そーゆーあんただって、鏡の前で胸が大きくなったのを確認して、ニヤニヤしてたじゃない」

『やーめーて～～～～～～!!』

「なんだか楽しそうねえ、何の話？」

　そこへ静香がやってくる。だが来たばかりの彼女には、大騒ぎをしているという事しか分からなかったので、不思議そうに首を傾げていた。ちなみに彼女が着ている浴衣は、アルゥナイアの好みで決めた赤い炎のデザインだった。

「あのね、あたし達だって胸は成長してるんだぞって話」

「あー、分かる。それは重要な問題よね。里見君だって大きい方が良いでしょう？」

　話の矛先が急に孝太郎の方に向く。一瞬戸惑った孝太郎だったが、小さく笑うと落ち着いた調子で答えた。

「その辺の事はノーコメントで。どう答えてもカドが立ちます」

「そっか、それはそうよね。ゴメン、変な事訊いて」

　孝太郎の周囲には様々な胸のサイズの少女達がいる。特定のサイズを高く評価すると、それはそのままそれ以外の少女達の評価が低いと言ったも同然になる。それは何となく間違っているような気がした孝太郎だった。

「それにしても背が伸びないよな、お前は」

「喧嘩を売っておるのか!?」

「だが我はティア殿の身長が羨ましい」

　ここで少し前から話を聞いていたキリハが口を挟み、小さく苦笑した。するとティアは目を丸くする。

「何故じゃ？」

「我の身長だと浴衣の選択肢が極端に狭い。実の所、汝の身長のあたりが一番選択肢が豊富なのだ」

　今日一緒に夏祭りへ出掛ける少女達の中では、キリハの身長が一番高い。大柄な孝太郎と比較すれば小さく見えるものの、一般的な女性の身長としても高い方なので、既製品の服は着られないものが少なくなかった。今もそうで、彼女が着ている夏の野山を感じさせる薄緑色をベースとした浴衣は、限られたものの中から選んだものだ。それを完全に着こなして見せているのは、彼女が持つ独特の雰囲気のおかげだろう。

「そうだよな、お前ならいざとなれば子供用で良いもんな」

「そしてそういう女を愛しているそなたは、まごう事なき変態という事じゃの」

「ウッ」

　ティアに綺麗にやり返され、孝太郎は口ごもる。ここで『愛していない』と言い返す事が出来れば話は簡単だった。だがこの『愛していない』という言葉自体が、既に現実とはかけ離れている。孝太郎はティアに対して、そして他の八人の少女達に対して、それが言えないくらいの感情を抱いているのだ。この時の孝太郎の失敗は、子供用の話を持ち出してしまった事だろう。

「おほほほほっ、愉快愉快！」

「しまった、言葉の選択を誤った………」

「じゃがわらわは自分の男のちょっとしたお茶目さんを許す度量を持ち合わせておる。この話はこれで終わりにしてやろう」

「………」

　今回の口喧嘩は完全にティアの勝利だった。『愛していない』とは言えなかったし、この話が早く終わって欲しいので、ティアが口にした『自分の男』という言葉にも文句が付けられない。孝太郎は沈黙するしかなかった。そしてそれが分かっているから、ティアは上機嫌だった。

「そんな事よりベルトリオン、こ、この服って、この着方であっていましてっ？」

　そうやってティアに追い詰められた孝太郎を救ったのがクランだった。彼女は着慣れない浴衣と草履をちゃんと着ているかどうかの自信がなく、孝太郎に近付きながらしきりに自分の身体のあちこちを眺めていた。

「ん、ちょっと待て」

　孝太郎はこれ幸いとクランの方に近付いていく。ティアはその姿に多少思う所があったが、先程の言葉通りそれ以上は何も言わなかった。

「一応資料の映像の真似をして着たのですけれど………自信がなくて」

「お前、浴衣の襟の合わせが左前になってるぞ」

　クランの浴衣は襟が左前になっていた。基本的に浴衣を含む和装は、自分から見て右側の襟が手前に来るように着るものだ。それが逆になってしまっていた。

「左前？」

「大方、鏡を見る感じで真似したんだろう？　映像だとそれじゃ逆になるんだよ」

「あー、確かに逆になってしまいますわね」

　クランは資料映像を見ながら真似して着たのだが、映像は鏡とは違って左右が逆にならないので、間違えてしまったのだ。

「ベルトリオン、直すのを手伝って下さいまし」

　クランは孝太郎の目の前で帯を緩め始める。

「馬鹿野郎、それは自分でやれ！」

　孝太郎は慌ててそれを押し留める。クランはその様子を見て楽しそうに笑った。

「大丈夫ですわ。裾がひらひら乱れそうで不安でしたから、下にはトレーニング用のウェアを着ていますの」

「それならいいか」

　厳密に言うと作法としては間違っているのかもしれないが、状況を考えてクランはスポーツ用のウェアの上から浴衣を着ていた。彼女は慣れない浴衣で大失敗をしないように、ちょっとだけ作法に反する予防策を取った訳だ。そしてそのおかげで孝太郎も彼女の着付けを手伝う事が出来るのだった。

「これを、さっきとは逆にするのですわね………でもこれって、左が前になってしまっていませんこと？」

「右前、左前は、自分から見ての話なんだ」

「ああ、そういう事ですのね」

「ナルちゃん、あれあれ！　大スクープ！」

「カメラカメラ！　あったあった！」

　最後に現れたのは琴理とナルファの二人だった。二人はやってくるなりカメラを回し始める。孝太郎はクランの世話を焼きながら、顔だけそんな二人の方へ向けた。

「お、二人共良いところに来たな」

「こんばんは、コウ兄さん」

「キンちゃん、悪いけどちょっとそのライトで手元を照らしてくれるかい？」

「はい、お任せあれ」

「あー、良く見えるようになった、ありがとう」

「あら、撮影していますの？」

「ご安心下さい、クラン様。浴衣の中の映像は切りますから」

「でしたら構いませんわ。好きなように撮って下さいまし」

　二人は孝太郎とクランの邪魔にならないように工夫しながら撮影を続ける。下にスポーツウェアを着ているとはいえ、クランの浴衣がはだけているあたりの映像は使えないだろうが、二人でお喋りをしながら孝太郎が帯を結んでやっているところや、少し乱れてしまったクランの髪型を直してやっているところなどは、そのまま使えるだろう。琴理とナルファの勘ではフォルトーゼの人々が大喜びしてくれる筈だった。

「おし、こんなところかな」

「ありがとう、ベルトリオン」

「上手い具合に全員揃ったな」

「上手い具合に話題も逸れたのう」

「勘弁してくれよ」

「んふふ、分かっておる。ちょっとしたお茶目さんじゃ♪」

　こうして十三人の人間が待ち合わせ場所―――ころな荘の入り口―――に集まった。孝太郎と九人の少女達に、琴理とナルファ、ナナを加えた合計十三人。この十三人で夏祭りに遊びに出かける約束になっていた。







　十三人揃ったところで、孝太郎達は夏祭りの会場へ向かって歩き出した。夏祭りの会場は商店街と、その隣にある公園だ。そんな通い慣れた道を行く間、ナルファと琴理は孝太郎達の姿を撮影していた。

「先程のクラリオーサ殿下に続きまして、今度はティアミリス殿下のお姿です」

「わらわの浴衣はこんな感じじゃ」

　琴理が構えたカメラがティアに向くと、彼女はその場で一度くるりと回って見せる。これはフォルトーゼの人々に浴衣を見せてやる為の配慮だ。この時のティアに限らず、少女達はナルファの撮影に協力的だ。ナルファが色々と気を遣って動画を作っているのを知っているので、誰もが可能な限り協力しようと思っていたのだ。

「そしてコータローと並ぶとこのような感じじゃ」

　ティアはサービス精神旺盛に、孝太郎の横に並ぶ。

「これだと、せっかくのひまわりが映ってないかもしれないぞ」

　だがティアと孝太郎には身長差があるので、主に浴衣の下の方に描かれているひまわりがカメラのフレームから外れ気味になってしまっていた。

「ならばこうするとしよう」

「お、おい」

　ティアは楽しそうな様子で孝太郎の首に腕を回し、腕力で強引に身体を引き上げて顔の高さを合わせる。孝太郎はそれを放っておく訳にもいかず、両腕でティアの身体を支えてやる。すると自然とティアはいわゆるお姫様抱っこの体勢になった。

「コータロー様、しばらくそのままでお願いします！　コトリ！」

「うん！　任せて！」

　文字通りの意味でお姫様抱っこになったおかげで、浴衣のひまわりと二人の顔がフレームの中に上手く収まっていた。琴理はそんな二人の姿を舐めるようにして撮影していく。ナルファは琴理が撮影する位置に合わせて、ライトで孝太郎とティアを照らす。ナルファと琴理のチームワークは完璧で、カメラには綺麗な映像が記録されていった。

「良いなぁ、アレ………あたしもやって貰おっと！」

「わたしもぉ、やって貰いたいですぅ。お姫様抱っこには憧れがありますぅ」

「大変だな、里見孝太郎。………どれ、我も並ぶとしよう」

　孝太郎とティアの背後には、撮影待ちの待機列が出来始めている。そこに並んでいる人数分だけ孝太郎はお姫様抱っこをする訳なのだが、幾ら体重が軽い少女達であっても、それは相当な重労働だった。

「………ナルファさんでお姫様抱っこ終わりか？」

「ご協力ありがとうございました。それと………私まで申し訳ありませんでした、コータロー様」

「祭りで遊ぶ前に結構疲れたぞ」

「あはは、私はそんなに重かったですか？」

「誰か一人の重さというよりは、回数の問題だな」

「愛されておいでなのですね」

　全員分のお姫様抱っこの撮影が済むと、ナルファの口からは自然とそんな言葉が出た。それはつまりナルファも少なからずそうであるという事なのだが、彼女はその辺りまでは気が回っていなかった。

「ゆりかさん、ナナさん、ちょっと並んで頂けますか？」

　琴理はナルファの言葉を聞いて小さく微笑みを浮かべつつ、今度はカメラのレンズをゆりかとナナへ向けた。

「わかりましたぁ」

「私も身長が合わないかもしれないけど。あははは」

　ゆりかとナナは地球に駐留している皇国軍内では大人気で、その人気は本国の皇国軍にも波及し始めている。二人が一緒にいる姿も押さえておきたい撮影班だった。

「よし、こんなところかな」

「ありがとう、コトリ」

「ここからはナルちゃんと日本のお祭りを軸に撮りまーす！」

「よろしくお願いしますね、コトリ」

　ナルファと琴理が一通り浴衣の撮影を終えた頃には、夏祭りの会場は目前まで迫っていた。そんな時、ナルファは一人撮影し忘れている人間がいる事に気が付いた。

「そういえば………マッケンジー様はおいでではないのですか？」

　撮影し忘れたというよりは、そもそも姿が見当たらない。こういう時には孝太郎の親友である賢治の姿があって然るべきなのに。孝太郎の交友関係も撮影しておきたいのは、ナルファの映像作家としてのこだわりだった。

「ああ、あいつは先約があるらしくて別行動だ。夏祭りの会場にはいる筈だぞ」

　賢治に声をかけたのは孝太郎だった。夏祭りに行くと決まってすぐに、真っ先に一緒に行こうと声をかけた。だが賢治には既に他の人間と夏祭りに行く約束があり、孝太郎達とは別行動になっていた。

「兄さんったら、また………」

　琴理の表情が険しくなる。普通ならその先約の人間と一緒に、こっちに合流して来ても良い筈だ。にもかかわらず賢治がそうしなかったという事は、他人に邪魔されたくない、つまりデートである可能性が非常に高いという事になるのだった。

　―――大正解だ、キンちゃん………。

　そして琴理のその想像は当たっていた。だが琴理が思う程には状況は悪くない。孝太郎は賢治の名誉の為に、琴理に正しく事情を伝える事にした。

「マッケンジーと一緒に来ているのはエミリーさんと柏木だけみたいだから、あんまり厳しく言うと可哀そうだぞ」

「そうなんですか!?　よかったぁ、あのお二人なら大丈夫かな………」

　最近の賢治は付き合う相手をこの二人に絞りつつあった。人間関係の兼ね合いでそれ以外の顔触れと一緒に遊びに出掛ける事もあるのだが、自発的に誘うのはほぼこの二人だけになっていた。しかも琴理との約束を守り、清い交際を続けている。賢治は本気で、この二人の内から一人を選ぼうとしている。琴理としてもこの二人であれば文句は無いので、怒りの感情は潮が引くように薄れていった。

「それに俺達だけでも十三人、向こうの三人が合流すると十六人。全員で行動すると絶対に邪魔になるだろ」

「それは………確かに」

「むしろ俺達も小さいグループに分かれた方が良いだろうな。時々メンバーを入れ替える感じで。最後の花火大会の時にはまた集まれば良いだろう」

　夏祭りはただでさえ人出が多い。そんな状況で大所帯の孝太郎達が固まって行動していると、明らかに周囲の人々の邪魔になってしまう。十六人で一つの店を占拠、という形になりかねないのだ。だからある程度分かれて行動する必要があった。その辺りも考え合わせると、仮に賢治達が合流していたとしても、状況は変わらなかっただろう。それを理解した段階で、琴理は笑顔に戻っていた。










　夏祭りにやってきている高校生は、孝太郎達だけではない。そこには様々な高校に通っている者達の姿があった。その中には孝太郎と同じ中学だった者達もいて、会場入りした途端、孝太郎は彼らに捕まっていた。

「孝太郎、お前野球止めたんだって？」

「おう。親父が単身赴任になったり、色々とあってさ」

「そっか、残念だな。今はどうしてるんだ？」

「ええと………生徒会みたいな事をやっているよ」

「さっきの連中はその関係者か」

「そんなところだ。お前の方はどうなんだ？　まだ卓球やってんのか？」

　昔馴染みの顔を見れば、男子であってもお喋りの花が咲く。孝太郎は少女達を先に行かせて、久しぶりに会った懐かしい面々と旧交を温めていた。だがそれも数分の事。孝太郎も、かつての友人達も、お互いに今の友人がいる。今の友人達をあまり長く待たせる訳にもいかないので、連絡先の交換をすると早々に別れた。そんな訳で少女達に数分遅れて夏祭りの会場入りをした孝太郎だった。

　―――みんなはどうしたかな………。

　孝太郎は人混みを縫うようにして少女達を探し始めた。目立つ顔触ればかりなのですぐに見付かるだろうと思っていたのだが、なかなかどうしてそうはならない。会場入りしたら小さなグループに分かれる事になっていたので、少女達は夏祭りに遊びに来た人々に紛れ込んでしまっていた。

「おっ、あれは藍華さんとルースさんか」

　そんな孝太郎が最初に見付けたのは真希とルースだった。真希は少女達の中では比較的背が高く、ルースはフォルトーゼ人なので髪の色が独特だ。それらが辺りを見回していた孝太郎の目に留まったのだった。

「ルースさん、藍華さん！　やっと見付けた！」

「おやかたさま、おいでになられましたか」

「友達とのお喋りはもういいの？」

「ああ。連絡先を交換してきたから大丈夫だ」

　ルースと真希は笑顔で孝太郎を迎える。二人は金魚すくいの屋台の近くにいた。彼女達は一緒に夏祭りを巡りながら、金魚すくいでもやってみようかと話し合っていたところだった。

「………私も居ますー」

　ぎゅうう

　唐突に孝太郎のお腹が痛み始める。視線を下げると、そこには指先で思い切りお腹をつまんでいるナナの姿があった。彼女もルースや真希と一緒に行動していたのだ。

「いてて、居たんですか、ナナさん」

「居たんですかって………全然気付かれないと傷付くんですけどー？」

「ナナさんは可愛いから見えませんでした」

「またそういう意地悪な言い方をするー！」

　ぎゅううぅぅ

　ナナは再び孝太郎のお腹をつまむ。それも先程よりも念入りに。孝太郎は意図的にナナを無視した訳ではない。背が小さいナナは完全に人混みに紛れてしまっていたのだ。とはいえナナも女の子。そこに悪意があろうとなかろうと、背が低くて見えなかったと言われれば腹が立つ。子供扱いされているように感じるのだ。その不満の表現方法がお腹をつまむ事であるあたりが、より子供っぽさを引き立てているのだが、彼女はその事には気が付いていない様子だった。

「里見さんって私の事を小学生ぐらいに思ってるでしょう？」

「とんでもない、ナナさんは立派な大人の女性です」

「ホントに～？」

　ナナは強い疑惑の視線を孝太郎に向ける。ナナは以前から、孝太郎が彼女を子供扱いしていると考えていた。そしてそれは真実なのだが、孝太郎はずっと惚けている。子供らしい子供時代を送れなかったナナだから、子供っぽくて良いだろうと考えていたのだ。

「………んー………」

　そんな孝太郎とナナのやりとりを眺めていた真希は、ナナと孝太郎の距離が、物理的にも心理的にも、以前より大分近くなっているように感じた。知り合いから友達に変わったと言えば分かり易いだろう。

「どうかなさいましたか、マキ様」

「何でもありません。ナナさんが可愛いなって」

「真希さんまで!?　もー！」

　とはいえ二人の距離の変化はほんの僅かで、真希の勘違いである可能性もあった。心を操る藍色の魔法使いの真希だからこそ気付いた、ほんの僅かな差なのだ。だから変に突っついたりはせず、見守る事にした真希だった。










　この夏祭りに出店している金魚すくいは、基本に忠実な金魚すくいだった。プラスチックの枠に水に溶けやすい紙を張ったポイという道具で、金魚をすくうのだ。店によってはもなかの皮のような素材で出来たポイを使う場合もある。だが孝太郎はこの紙を張ったポイの金魚すくいが大好きだった。

「よーし、五匹目ー」

「あんちゃん上手いねー。結構やり込んだ口かい？」

「昔から生き物を捕まえたりするのが好きなもので」

「あっはっは、常連さんだったか」

　このタイプの金魚すくいのコツは、ポイを長い間水に入れてしまわない事だ。やはり水を吸うと紙は急激に脆くなる。またポイを動かす方向にも注意が必要だ。動かすのは紙の面に沿った方向に絞り、なるべく紙に水の重さがかからないようにする。孝太郎はそうしたコツを長年の経験から体得していた。

「私も四匹目！」

「お上手ですね、ナナ様。とても初めてとは思えません」

「でもポイの紙が破れてきちゃったから、そろそろおしまいかな」

　孝太郎に次いで高い技量を見せていたのがナナだった。早苗の母親である佳苗に連れられて来た事があったので、ナナが夏祭りに遊びに来たのは初めてではない。だが金魚すくいをするのは初めてだった。にもかかわらず、経験者のルースや真希よりも多くの金魚をすくっていた。流石は元・天才魔法少女といったところだろう。

「何かコツでもあるんですか？」

　真希は先程、二匹すくったところでポイが破れてしまった。だから彼女が手にしている小さなビニール袋の中では、二匹の赤い金魚が泳いでいた。真希も魔法世界出身で金魚すくいの経験が浅いので、二匹でも十分な成果と言えるだろう。だが真面目で向上心がある真希なので、もっと沢山すくえるようになりたいと考えていた。

「コツというか、サバイバル訓練のおかげかしら。魚がどう逃げるか知ってるから」

　魔法少女は華々しい存在だが、フォルサリアにおいては軍事組織の一員だ。だから軍事組織特有の訓練はナナも一通りこなしている。その中には自分で魚を獲って食べる訓練も含まれていたので、その経験が生きた格好だった。魚をどう追えば捕まえられるのか、ナナはそれを知っていたのだ。

「なるほど………それは私も経験があります。ちょっと思い出してやってみます」

　真希の方もサバイバル訓練の経験があるので、同じように出来る筈だった。ただ先程真希が挑戦した時には、この小さくて可愛い金魚と、いわゆる食用の魚のイメージが繋がらなかったのだ。

「………」

　そこで不意に真希が黙り込む。そして何事かを考え始めた。それに気付いた孝太郎が真希に声をかける。

「どうしたんだい、藍華さん？」

「………里見君、金魚って食べられますか？」

　真希はそう言いながら手にしていたビニール袋を孝太郎に見せる。その中では二匹の金魚が元気よく泳いでいた。すると孝太郎は驚いて大きく目を見張る。もちろん金魚に驚いたのではない。真希の言葉に驚いたのだ。

「藍華さん金魚食べるつもりなのかっ!?」

　すると真希は一瞬だけきょとんとした後、声を出して笑い始めた。

「あははははっ、私じゃなくて、ごろすけが食べるかなぁって。きっと食べたがると思うから」

　真希は孝太郎の勘違いがおかしくてならなかった。当然だが真希自身が食べるつもりなどなかった。しかし今日は家でお留守番をしているごろすけは、おみやげに金魚を持って帰ればきっと食べようとするだろう。そして実際に食べてしまった時に大丈夫なのか、そこを真希は心配していたのだった。

「なんだ、ごろすけか、びっくりした………でも確かにあいつなら食べちまうかもしれないな」

「そういえば、ゆりかちゃんが貸してくれた漫画で、猫に水槽の魚を食べられちゃう話があったような………」

　話を聞いていたナナの頭の中に、漫画風にデフォルメされたごろすけが金魚鉢に頭を突っ込んでいる姿が思い浮かぶ。ゆりかが貸してくれた漫画では食べられたのは熱帯魚だったが、まだ子猫のごろすけなら金魚もそれなりの獲物だろう。ナナは真希の心配はもっともだと感じていた。

「うーむ、多分食べても大丈夫そうではあるが………ルースさん、どう思います？」

　趣味で釣りも嗜む孝太郎なので、金魚がフナの変異種である事は知っていた。そしてフナは食用でもあるので、食べても大丈夫だろうな、というくらいの想像は出来ていた。だが真希が可愛がっているごろすけの事でもあるので、孝太郎は念の為に食に詳しいルースにも意見を訊く事にした。

「これは淡水魚全般に言える事でございますが、たとえ猫が食べるのであっても寄生虫が怖いので、生食を避ければ大丈夫かと存じます。ただ、金魚は管理された環境で生育されていますので、天然物よりは生食の危険は幾らか低いかと」

　淡水魚の刺身が見当たらないのは、体内に寄生虫が潜んでいるからだ。だから基本的に淡水魚は加熱して食べる事になる。だが例外もあって、管理された環境で養殖された淡水魚であれば、生食も可能だった。養殖のサーモンなどがその例となる。金魚の場合はそこまで徹底した管理はされていないのだろうが、天然のフナよりは寄生虫の危険は少ないだろう―――ルースの回答はパーフェクトだった。

「つまりまとめると………ごろすけが偶然一匹食べてしまったとしても、あまり心配しなくても良い。ただ体調の変化には気を付けておく必要がある。そしてもし結構な頻度で食べさせるなら、加熱は必須と」

「おおよそその認識で宜しいかと存じます」

「ありがとう。………そういう事らしいよ、藍華さん」

「良かった………。常に一緒に居て見張っている訳にもいかないから、ちょっと心配だったんです」

　真希は安心したように微笑んだ。場合によっては、彼女はすくった金魚を店に返すつもりでいた。それがどうやら大丈夫そうだったので、真希は安堵していた。真希にはごろすけに金魚を見せてやりたい気持ちもあったのだ。

「折角だからもう一度やってみたらどうだい？」

「そうします」

「袋をこっちに。俺が持ってるよ」

「お願いします」

　真希は笑顔で孝太郎にビニール袋を差し出す。それを受け取った孝太郎は、そのままビニール袋を覗き込み、金魚達に語り掛けた。

「お前ら、どうやら命の危険があるようだぞ。今の内に覚悟を決めろ」

　今は呑気に泳いでいる金魚達だが、家に帰れば凶悪な肉食獣が待ち構えている。気楽な養殖生活から一転、過酷な生存競争に晒される訳だった。

「止めて下さい里見君っ！　人聞きの悪い！」

「何も知らずにごろすけに喰われるんじゃ可哀想かなって」

「そんな事にならないようにちゃんとしますっ！」

　この時、真希は珍しく孝太郎に厳しい言葉と感情を向けていた。真希が後になって思い返した時には、孝太郎がそういう冗談を言ってくれていたんだと気付いて嬉しい気持ちになる訳なのだが、今は気付いていない。孝太郎はこれまで真希にはあまりそういう冗談を言わず、ただ大事にしていたので、慣れていなかったのだ。

「良かったな、お前ら。飼い主は優しい人だぞ」

「もー、里見君っ！」

　真希はポイを握ったまま恨みがましい視線を孝太郎に向ける。そんな真希の様子には気付かず、金魚すくいの小さなプールの中では沢山の金魚達が元気よく泳ぎまわっている。あるいはその逆に、命の危険を感じて逃げ惑っていた。










　結局、今回の金魚すくいは、孝太郎は六匹で終わった。ナナは四匹のまま終了。真希は二度挑戦したので合計で五匹。この手の遊びが苦手なルースは一匹だけ。全員分を合計すると十六匹と、かなりの金魚をすくう事が出来た。だが、孝太郎達はその大半を店に返した。もうすぐフォルトーゼに行く事になるので、沢山の金魚を飼うのは難しいのだ。持って帰ったのは三匹だけ。それだけなら小さな金魚鉢一つに収まるので、フォルトーゼに連れて行く事も出来るだろう。

「これを見たら、ごろすけはどんな顔をするかしら………」

　真希は顔の前にビニール袋を持ち上げて、三匹の金魚を眺める。文字通り金色の金魚が一匹と、白と赤の金魚が一匹、そして黒い金魚が一匹だ。ごろすけはペットショップの熱帯魚コーナーでいつも興奮気味なので、恐らくこの金魚達にも大喜びするだろう。真希はその時の事を想像して小さく微笑んだ。そんな真希の姿を眺めながら、孝太郎は傍らのルースに尋ねる。

「ルースさん、フォルトーゼにもああいう魚を飼う水槽はありますか？」

「はい。日本と同じく、趣味で魚を飼う人が沢山いますので」

　ルースは大きく頷くと、真希と同様に微笑む。ルースとしても金魚が一〇六号室の仲間に加わるのは嬉しい事だった。

「それは良かった」

「真希さんが向こうで困らずに済みそうね」

　孝太郎の意図を察したナナが、そう言いながら孝太郎に笑いかける。

「はい」

　孝太郎はナナに頷き返した。孝太郎がルースに訊きたかったのは、水槽そのものの有無の話ではない。そういう趣味と、それに絡む市場が成立しているかどうかが知りたかったのだ。水槽があるという事は、フォルトーゼにもそういう趣味があり、それ以外のグッズも広く流通しているという事。つまりフォルトーゼに金魚を連れて行っても大丈夫という事だった。

「意外と気遣いが出来るのね、里見さんって」

「俺も多少は成長しています。多少、ですけども」

「ふーん………私には何か気遣いはないの？」

「ナナさんは可愛いです。いつも」

「もー！　すぐそうやって子供扱いするー！」

　多少の不協和音はあったものの、基本的に誰の顔も笑顔だった。この様子なら三人とも夏祭りを楽しめているのだろう、そんな事を思いながらナナを宥める孝太郎だった。







　金魚すくいが一段落すると、孝太郎は真希達と別れて他の少女達を探し始めた。孝太郎は夏祭りの会場に来てすぐに旧友達に捕まってしまったので、夏祭り会場で少女達の顔を見ておきたかったのだ。また、トラブルでも起こしてやしないかという心配もあった。トラブルという言葉から、孝太郎が真っ先に思い浮かべたのはやはりティアだ。良く目立つ容姿と、感情的になり易い性格は、これまで多くの問題を引き起こしてきた。ティアも成長していたので今では自分から問題を起こす事は殆ど無いのだが、他人に絡まれやすいという問題は依然として残っていた。

「お、いたいた。あの小さな金髪は間違いない」

　孝太郎はそのティアの姿を見付けた。出店の明かりに照らされた雑踏の向こう側に、その特徴的な髪が揺れていた。ティアの頭の上には大きな的を模した看板があり、大きく射的の文字が刻まれている。彼女はそこで遊んでいるようだった。

「今度はあのクマちゃんじゃ！」

「私はその隣のポテトチップを狙ってみます」

「やってるやってる」

　射的の屋台に近付くと、興奮気味の少女達の声が聞こえてきた。射的で遊んでいるのはティアだけではなく、ナルファの姿もあった。そしてそれを琴理とゆりかが撮影しながら応援しているという状況だった。

　ピコンッ

　射的に使われる銃は、発射時に独特の音がする。銃のバレルの先端に詰めたコルク弾をバネの力で撃ち出す仕組みなので、実銃とは違う可愛らしい音になるのだ。

「当た～りー！　ようやく当たったねお嬢ちゃん！」

「ありがとうございます！」

「こっちのお嬢ちゃんは五発全弾命中かぁ。射撃の選手か何かかい？」

「おほほほほ、そんなところじゃ」

　孝太郎が屋台の前までやってくると、丁度ティアとナルファが遊び終わったところだった。ティアは両手で五つの景品を抱えていて、大満足の表情。ナルファも大きなポテトチップの袋を抱えて笑顔で孝太郎を迎えた。

「見て下さいコータロー様、一つ景品が取れました！」

「初めてで景品が取れたなら上出来だ」

「でも本当はお店のおじさんが当たり易い場所にこれを動かしてくれたんです」

「その代わり、次の祭りの時も来てくれよお嬢ちゃん」

「はい、必ず！」

「良かったな、ナルファさん」

「はいっ！」

　ナルファは孝太郎に戦利品のポテトチップを見せ終わると、今度は琴理の方にポテトチップを向ける。射的の様子だけでなく、戦利品の撮影にも余念がないナルファだった。そんなナルファに代わってやって来たのがティアだった。

「これを見るが良い、コータロー！」

　ティアの手には五つの景品が抱えられていた。クマのぬいぐるみとチョコレート、実際に投げて飛ばせる発泡スチロール製の飛行機、駄菓子の詰め合わせと文具セット。沢山の景品を手にしたティアは上機嫌だった。

「随分沢山獲ったなぁ」

「ふふふん、わらわの実力に驚いたか！」

「凄いんですよぅ、ティアちゃんはぁ！　全弾命中ですぅ！」

「最後は危なかったがのう。バネ仕掛けの銃は微妙に曲がるのじゃ」

　射的の銃は精度が悪く、銃ごとの癖が全く違っている。またコルク弾も銃弾の形になっていないので、真っ直ぐ飛ぶのは苦手だ。弾込めの際に斜めになってしまう事もある。そうした事情が重なって、狙ったところに飛んでくれないのが射的という遊びだ。にもかかわらずティアは五発全てを命中させている。射撃に関しては技術も勘も優れている彼女だからこその結果だった。

「違う違う、苦戦したのは手足が短いからだろ」

　孝太郎はティアが苦戦したのは銃のせいではないと考えていた。射的は射撃の為の台から身を乗り出すようにして撃つ事が許されている。つまり背が低く手足が短いティアには不利な遊びなのだった。

「コータロー!?　言うてはならん事を!?」

「紛れもない事実だろ」

「うぬぬ、毎度毎度、何故素直に褒められぬのじゃ！」

「だから何度も言ったろ、勝ち誇って見せに来るなよ」

「勝ったのじゃから仕方ないじゃろ！　わらわが優秀なのはわらわのせいではない！」

「ちょっとニコニコするぐらいにしとけよ！　褒め難いんだよ！」

　孝太郎とティアはすぐに喧嘩腰になってしまう。それを見る度にナルファは心配になるのだが、不思議と二人はそれを後に引き摺らない。今もそうで、既に口喧嘩は終わり、孝太郎が開封した景品のチョコレートを自分とティアの口に押し込んでいた。

「文句を言うにゃら食うれらいじょ」

「ちょこれーぽにちゅみはない」

　二人は口をもぐもぐとさせながら何事かを話し合っていたが、そこにはもう口喧嘩の雰囲気はない。いつも通りの二人だった。

　―――不思議だなぁ………このお二人は………。

　ナルファは以前から、そんな二人の姿が不思議でならなかった。二人はすぐに感情的になって時には殴り合いに発展するのだが、終わればすぐに仲直りしてしまう。孝太郎とティアの間では『お姫様と騎士』と『喧嘩友達』が完璧に両立しているのだ。これは一般フォルトーゼ人のナルファには驚くべき光景だった。そんなナルファの思いをよそに、チョコレートを食べ終わった孝太郎は琴理とゆりかに歩み寄った。

「キンちゃん、ゆりか、今度は俺達がやろう」

　孝太郎も射的がやりたくなっていた。そして撮影をしていた二人にも遊ばせてやりたかった。そんな訳で、三人で遊ぼうかと思った孝太郎だった。

「はい、コウ兄さん！　負けませんよ！」

「私は鉄砲は苦手ですぅ」

「苦手でも良いんだよ、お祭りなんだから」

「………じゃあ、やりますぅ！」

　琴理はすぐに乗って来た。彼女の場合、昔から孝太郎の誘いを断る事はなかった。いつだって孝太郎と―――そして尊敬していた頃の賢治と―――同じ事がしたかったのだ。ゆりかは少し躊躇ったものの、お祭りだから上手くても下手でも良いという孝太郎の言葉に背中を押されて参加を決めた。

「わらわにああ言うたからには、全弾命中させるのであろうな？」

「当然だ！」

　そして当の孝太郎はゆりかとは逆に、お祭りなのに勝たねばならなくなった。だがゆりかは知っている。それが孝太郎とティアの遊びなのだと。ハラハラしているのはそこがまだよく分かっていないナルファだけだった。

「俺も祭りには思い入れがある方だ。負ける訳にはいかない！」

　店主に料金を支払うと、孝太郎はぺたぺたとコルク銃を触り、銃の精度を確かめる。やはり精度は高くない。孝太郎の勘では、最初は大き目の的を狙う方が良さそうだった。

「ここはまず、定番のすごい棒を狙うか………」

　この店のコルク銃は、弾をバネで飛ばす関係で、構造が単純なボルトアクション式のライフルになっている。孝太郎はボルトを引いてバネを縮めると、バレルの先端にコルクを詰める。そして銃を構えて慎重に狙いを定めた。銃の精度が怪しいので、孝太郎は身を乗り出して大き目の的、棒状のスナック菓子の詰め合わせを狙う。身体が大きい孝太郎なので、これなら高確率で命中させられる筈だった。

　ピコンッ

「よしっ」

　孝太郎の狙い通り、一発目はアニメのキャラクターとコラボしたスナック菓子の詰め合わせに命中。詰め合わせはゆっくりと後ろに倒れていった。

「やるではないか」

「これで外すようでは問題だろ」

　この一発目の目的は、どちらかと言えば銃の癖を確認する為であったと言える。なるべく真っ直ぐになるようにコルク弾を込め、狙いは袋の真ん中。そうして撃ってやや左上に命中したので、次からはやや右下を狙っていく事になる。この先は少し小さ目の的を狙う事が出来るだろう。










　慎重に一発目を命中させた孝太郎とは逆に、一発目を外したのがゆりかと琴理だった。ゆりかは銃の才能の問題というよりも、どうしたら銃の癖を見抜けるかという発想自体が存在していなかった。だから深く考えずに撃って失敗した。琴理の場合は真ん中を狙って次に備えようという発想自体はあったのだが、多少小さい的を狙ってしまった為に弾が的を逸れてしまった。この結果、琴理は二発目の射撃で的を揺らす事に成功していた。

「琴理ちゃぁん、鉄砲ってどうやったら当たるんですかぁ？」

　その様子を見ていたゆりかが不思議そうに首を傾げる。すると琴理は笑顔でゆりかの質問に答えた。

「まずは大きい的の真ん中を狙って、弾がどう逸れるか確かめるんです。コウ兄さんはそうしてました」

「えっ、真っ直ぐ飛ぶんじゃないんですかぁ？」

「そこはユリカ様の魔法とは違います」

「へぇ～～試しにやってみますぅ」

　ゆりかが銃の癖に気付かなかったのは、彼女が優秀な魔法使いであったからだった。彼女が魔法を敵に撃ち込む場合、魔法の弾は彼女の意思に従って敵に向かう。ゆりかが思い描く『真っ直ぐ』に敵へ向かうのだ。また術式に敵への誘導を組み込めば、その傾向はさらに強まって自動的に敵を追い回すようになる。つまり彼女には攻撃とは正確な物であるという思い込みがあった。だからコルク銃が真っ直ぐ飛ぶものだと思い込み、狙いを外したという訳だった。

　ピコンッ

「ちょっと右に飛ぶみたいですぅ」

「という事は、その分左を狙うと良いんじゃないでしょうか」

「なるほどぉ、鉄砲の上手い人はこういう事をしているんですねぇ！」

　二発目、三発目と、ゆりかは撃つ度に狙いが正確になっていく。彼女はのんびりしているが、決して無能ではない。落ち着いて正しい手順を踏めば上達していく。それはゆりかが現在『天才化学兵器使い』の名を欲しいままにしている事からも明らかだった。

　ピコンッ

「当たった!?」

　そうしてゆりかは四発目に初めて的を射抜いた。手に入れたのはアクリル製のキーホルダー。人気のアニメキャラクターが描かれたグッズだった。

「やったね、お嬢ちゃん。はい、持っていきな」

「ありがとうございますぅ！」

　店主から景品を手渡されたゆりかは、嬉しそうにキーホルダーを見つめる。自分の力で手に入れた戦利品は格別だった。

「見て下さい、里見さぁん！　取れましたぁ！」

「大したもんだ。その調子で五発目も頑張れ」

「はいですぅ！　………里見さんはどんな調子ですかぁ？」

「今から四発目だ………よっと！」

　ピコンッ

　孝太郎は台から身を乗り出すようにして、四発目の弾を発射する。するとコルク製の弾は狙い過たず、特徴的な黄色いキャラメルの箱に命中した。すると箱はパタリと後ろに倒れ込んだ。

「よしっ！　これで四連続成功だ！」

「凄いですぅ！」

　孝太郎はこれで四発連続命中で、手に入れた景品も四個。射撃の腕こそティアには及ばないものの、孝太郎はその大きな身体がハンデを補ってくれていた。ティアと同じく全弾命中となるか、ティアとの勝負は五発目までもつれ込んでいた。

「ナルちゃん、ちゃんと撮ってる？」

「はい、コータロー様の射撃は全て撮影しています」

「やるではないか。じゃが勝敗がかかったこの最後の一発、そなたに命中させる事が出来るかな？　しかもフォルトーゼの皆が観ておるぞ！」

　ティアは意地の悪い顔をして孝太郎を煽る。勝負事が大好きなティアなので、孝太郎の五発目がどうなるのかは興味の的だ。この時のティアは実に楽しそうだった。

「そこで見てろ、射的の帝王が誰であるのかを思い知らせてくれる！」

「ホホウ、実に楽しみじゃ！」

　両腕を組んでふんぞり返るティアの前で、孝太郎は再びコルク銃を構える。最後のターゲットはプラスチック製の水鉄砲だった。この景品は大きさの兼ね合いでコルク銃では倒せないので、代わりにプラスチック製の的が用意されている。しかし倒し難さを反映して的は狙い辛い様に小さくなっていた。孝太郎は一度その的の中央に狙いを定めてから、ほんの少しだけ狙いを右上にずらす。これまでの四発で銃の癖は完全に把握済みだった。

　―――コータローのやつ、本気じゃな………。

　ティアは孝太郎の横顔を見てそんな事を思っていた。それはいつになく真剣な横顔で、それでいて戦いの時のような特殊な緊張感はない。つまり『青騎士』の本気ではなく、スポーツやゲームをやっている時の『里見孝太郎』としての本気。ティアはそんな時の孝太郎の横顔が大好きだった。だから邪魔をしよう等とは考えていなかった。ずっと見ていたいとすら思っていたのだ。だが―――

　サァァァ

　折からの風に煽られ、ティアの長い髪が彼女自身の鼻先をくすぐる。

「ふぁ、ふぁ、ふぁ～～～、へぷしっ！」

　ピコンッ

　ティアがくしゃみをしたのは、孝太郎が引き金を引く直前の事だった。孝太郎はそのくしゃみに驚きながら引き金を引いてしまったので、コルク製の弾は狙いを大きく外して明後日の方向へ飛んで行った。

「お前卑怯だぞ！　こういうゲームは公正にやれ！」

　流石にタイミングが良過ぎたので、孝太郎はティアの妨害を疑った。無論、ティアにはそんなつもりはなかったので慌てて反論した。

「言いがかりじゃ！　狙ってやった訳ではない！　たまたまじゃ、たまたま！」

「あんなタイミングの良いたまたまがあってたまるか！」

「仕方ないじゃろう、本当にたまたまなのじゃから！」

　些細な偶然から始まった孝太郎とティアの口論は、激しさを増していく。双方共に勝負事が大好きなので、全く引き下がる様子がなかった。お互いに名誉がかかっていたから、引き下がる訳にはいかなかったのだ。

「………本当に不思議です、コータロー様とティア様は………」

　そんな二人の姿を眺めながら、ナルファは目を丸くする。この時ナルファが驚いていたのは、二人が激しい口論をしている事ではなかった。

「お前、小さいのは身体だけにしろよ！　度量まで小さい皇女は頂けないぞ！」

「あー、言うてはならん事を！　そなた、わらわの騎士としてそれはないぞ！」

　ナルファが驚いていたのは、口論と並行して行われていた二人のある行為だった。孝太郎はティアの頭に手を伸ばし、先程の風で乱れてしまっていた彼女の髪型を直してやっていた。対するティアは開封したばかりのイカの駄菓子を一つ、孝太郎の口に押し込んでいた。どちらも喧嘩の相手にするような行為ではない。だからナルファはそこから二人の特別な繋がりを感じていたのだった。

「あはは、コウ兄さんは昔からああよ。ウチの兄さんとよくやってたわ、ああいうの」

　同じものを見ても琴理には驚いた様子はなく、笑顔でカメラを回し続けていた。

「そうなんですか？」

「喧嘩をしていた筈なのに、口喧嘩しながらキャッチボールを再開したりとかね」

「もっと教えて下さい、そういう話！」

「そうねえ………そういえばこんな事もあったわ。二人が新しく発売になったゲーム用のカードを買いに行った時の事なんだけど―――」

　ナルファに乞われるままに、琴理は孝太郎の昔話を始めた。その話を聞いたナルファの結論は、二人の不思議な行動はやはり特別な信頼関係から出て来ているものだという事だった。そしてフォルトーゼで二人の口論の動画を公開する時には、その辺りの注意書きを付け加える必要があるだろう、という事だった。







　ゆりかは五発目の弾を的に命中させたのだが、残念ながら的を倒す所まではいかなかった。だからゆりかの戦利品はアクリル製のキーホルダーが一つきりだった。

「良いんですかぁ!?　これってラフネル様のオルタナティブフォームのフィギュアですよぉっ!?」

「ああ。こういうのはお前が持ってる方が良いだろ」

「ありがとうございますぅ！」

　だが残念そうにしているゆりかを見かねた孝太郎が、手に入れた景品を二つ彼女に譲った。結果的にゆりかの戦利品は三つになった。孝太郎が獲った景品には、あまり興味がない作品のアニメグッズが含まれていたのだ。ゆりかはそれに興味があったので、譲って貰えたという訳だった。

「ふんふ～ん、ふ～ん♪」

　ゆりかは三つになった景品を眺めながら嬉しそうに歩いていた。孝太郎達は次に遊ぶ屋台を何にしようかと物色中だった。だがよっぽど嬉しかったのか、ゆりかは次の屋台よりも三つの景品に心を奪われている様子だった。

「あら、随分色々と持ってるわねぇ、ゆりかちゃん」

「ナナさん！」

　だからゆりかの姿を見付けたのは、ナナの方が先だった。ナナ達もまた次は何をして遊ぼうかと歩いていたのだが、孝太郎達を発見して様子を見にやってきたのだ。だからナナの背後には真希とルースの姿もあった。

「みんなで射的をやっていたんですぅ」

「その景品なのね。凄いじゃない、ゆりかちゃん」

「えへへ、実は里見さんがくれたんですぅ。自分で獲ったのは一つだけですぅ」

「やっぱり良いところあるのね、里見さん。私には何かないの？」

　ナナは軽い足取りで孝太郎の所へやってくる。そしてその小さな両手を孝太郎に差し出した。

「自分で獲って下さいよ。ナナさんならどうとでもなるでしょう？」

「あっ、そういう事を言っちゃうんだ!?」

　孝太郎に拒否されたナナはぷくっと頬を膨らませる。

「だって、これを渡したらまた『子供扱いするな』って怒り出してたでしょう？」

　孝太郎はナナの手の上に大型の水鉄砲を乗せる。

「うん。怒ったと思う」

　ナナはそう言いながらも水鉄砲を構えて孝太郎に向ける。その表情はやたらと楽しそうで『撃っちゃうぞ！　撃っちゃうぞ！』とでも言いたげだった。もっとも、その水鉄砲に水は全く入っていなかったのだが。

「他にはないの？」

「無いから自分で獲れって言ったんですよ」

　孝太郎はそんなナナに向かって両手を上げて見せる。そのポーズはナナに水鉄砲を向けられたので降参の意思表現と、もう何も持っていないという事を表現したものだった。

「じゃあ、その『すごい棒』を半分くれたらこれで許す」

　孝太郎にはナナにプレゼントできるものはなかったが、ナナは孝太郎が食べていたスナック菓子に目を付けた。それは棒状のスナック菓子で、孝太郎が両手を上げた時に手に持っていたものだった。

「もう、子供なんだから………」

　ペキョッ

　ナナの求めに応じ、孝太郎はスナック菓子を半分に割る。

「何か？」

「いいえ、何も。はい」

　そして孝太郎は二つになったスナック菓子を、食べ掛けの方を自分の口に、残りの半分をナナの口に押し込んだ。

「あむっ………あー、美味しい！」

　ナナはまるでひまわりの種をかじるリスのように、カリカリとスナック菓子を食べていく。水鉄砲を構えたままなので、手は使っていない。器用なものだった。

「―――なにやってんスか、副長」

　そんな時だった。不意にナナの真横に巨漢が姿を現した。しかもそれは一人ではなく何人かの男達で、身長といい体重といいナナとは桁違いだった。

「あれっ、みなさんどうしたんですか？」

　だがナナは圧迫感を感じた様子もなく、温和な笑顔で彼らを迎えた。孝太郎はそんな彼女の様子で気付いた。私服だったので気付くのが遅れたが、彼らはネフィルフォラン隊の隊員達だった。

「何って………銃を他人に向けている人間がいるっていうんで、念の為に見に来たんですよ」

「やっぱりおもちゃでした。俺の言った通りっしょ？」

「………副長、たとえおもちゃでも青騎士閣下に銃を向けるのは勘弁して下さい。このご時世ですから。最初は副長の顔が見えてなかったから死ぬほどビビりました」

「ゴメンなさい、みなさん。ちょっと気が抜けていました」

　ナナは兵士達に深々と頭を下げる。ネフィルフォラン隊は任務でこの場所に居た。多くの人間が集まるイベントは、テロのターゲットになり易い。ラルグウィンの一派がフォルトーゼへ戻ったとはいえ、少数でも実行出来るテロ攻撃はある。銃の乱射や爆発物などがそうだった。それらに対する最低限の備えは今でも必要であるというのがネフィルフォランの判断で、その為の作戦計画は他ならぬナナ自身が作った。にもかかわらず、ナナは夏祭りが楽しくて、その事が意識の外にあったのだ。

「非番の副長が詫びる必要はありませんよ。お祭りは楽しんで下さい」

　そんな時だった。雑踏の向こう側からネフィルフォランも姿を現した。彼女も私服姿だったが、見た目が日本人とは大きくかけ離れているので、私服姿でもやたらと目立ってしまっていた。その周りを固める男達も含めて。

「連隊長もいらっしゃってたんですか―――って、そうか、ここにＶＩＰが大集合していますもんね」

「ええ。皆さんの実力なら不要かもしれないのですが、念の為に手を打ちました」

　ネフィルフォランまで居るのは『皇女と青騎士と大地の民の指導者代理と魔法世界の指導的立場にある大魔法使いと、その仲間達』が全員でこの場所に来ているという事自体を危惧しての事だった。その為に巡回の為の人員を増強し、ネフィルフォラン自身が陣頭指揮にあたっていた。だが孝太郎達の実力からすると、余程の不意打ちでなければ問題は無い筈だ。そんな訳で不意打ちを封じるように敵の初動を察知する事を念頭にして、周囲の警戒にあたっていた。だから本当なら孝太郎達には姿を見せず、そのまま遠巻きに守り続ける筈だった。そんな彼女達が出てきたのは、やはりナナの手の中の水鉄砲が原因だった。地球ではおもちゃ以外の何物でもないデザインなのだが、まだ地球の文化に慣れていないフォルトーゼ人ではそこに確信を持つ事が出来なかった。途中で水鉄砲を構えているのがナナだと分かったものの、一応念の為に確認にやってきた、という訳なのだった。

「申し訳ありません、連隊長の手まで煩わせてしまって」

「良いんですよ。隊員達も交代で夏祭りを見物出来るように、人員を多目に連れて来ていますから」

　部隊には夏祭りの見物希望者が多かったので、ネフィルフォランはそれが可能なように非番と勤務を組み合わせてシフトを組ませた。だから今ナナの様子を見に来たメンバーは殆どが非番の者で、夏祭りの見物中に勤務中の者達から連絡を受けて駆け付けたのだ。勤務中の者達は今も周囲の警戒に当たっている筈だった。そしてしばらくすると勤務と非番が入れ替わる。ネフィルフォラン隊のシフトは完璧だった。

「それでああいう事になっている訳ですね」

「青騎士閣下、皇女殿下、ついでと言っては何なのですが………一緒にお写真を撮らせて頂く訳には参りませんでしょうか」

「べ、別に構いませんが」

「よいよい、好きに撮るがよい」

「ユリカさんもお願いします！　是非殿下や閣下と一緒に中央へ！」

「私もですかぁっ!?」

　本当なら孝太郎達の邪魔はしない筈だったので、彼らは写真を撮ったりサインを貰ったりする事は出来ない筈だった。だが姿を現した以上は、非番側の者達ならばそれが可能になる。皇国軍内では人気急上昇中のゆりかと、元々大人気の孝太郎とティアがいるのだから、そうなってしまうのは仕方のない事だろう。そんな訳で、実のところナナの事を本気で責めている隊員は一人も居なかった。むしろ本当のトラブルではないのに、姿を現すきっかけをくれたナナに感謝している程だった。

「まったく………非番とはいえ情けない………」

　ネフィルフォランは孝太郎達に殺到する部下達の様子に小さく苦笑する。そんな呟きを聞いて、ナナは今度はネフィルフォランに水鉄砲を向けた。既にそれがおもちゃだと分かっているので、ネフィルフォランも隊員達もナナのこの行動には無反応だった。

「連隊長は行かなくてよろしいのですか？」

「………」

　ネフィルフォランはそれからしばらく考え込み、何度か表情を変えた後、何事かの結論に至った。そして彼女はナナに向かって両手を上げる。それは先程の孝太郎と同じような姿だった。

「行ってくる事にします」

「行ってらっしゃいませ、連隊長。ふふふ………」

　幸いな事にネフィルフォランも非番のタイミングだった。そんな訳で彼女も孝太郎との記念撮影に参加する事が出来たのだった。

「………ばんばんばーん！」

　そして後に残されたナナは、孝太郎のところへ向かうネフィルフォランの背中に銃を撃つ真似をする。それをすぐ傍で見ていたルースと真希は、顔を見合わせて笑い合うのだった。










　孝太郎とティア、ゆりかの記念撮影と、臨時サイン会はそれなりに時間がかかった。特に孝太郎とティアは大忙しで、ゆりかが帰って来てからもしばらくは解放されなかった。そんな二人が戻るのを待つ間、他の六人の少女達―――ゆりか、ナナ、真希、ルース、ナルファ、琴理―――は、屋台のかき氷を食べたりお喋りをしたりしていた。そしてゆりかがその話題を口にしたのは、そんな時の事だった。

「ナナさぁん、ちょっと訊いてもいいですかぁ？」

「なぁに、ゆりかちゃん」

「最近、ナナさんと里見さんがぁ、とても仲良しになったように見えるんですけれどぉ、何かあったんですかぁ？」

　それはゆりかが少し前から感じていた変化だった。ゆりかはこの夏に入る前と入った後で、ナナと孝太郎の距離感が変わっているように感じていた。先程のやり取りがその典型例で、夏に入る前までのナナは孝太郎に冗談で水鉄砲を向けたり、スナック菓子をねだるような関係ではなかったのだ。

「うーん………あったというか、何もなかったというか………あれは何もなかった、のかな？　かなぁ？」

　実のところ、ナナにはその心当たりがあった。しかし何かがあったのか、それとも何もなかったのか、その線引きが非常に難しい出来事だった。だから彼女は繰り返し首を傾げていた。

「ナナさん、出来ればその事を教えて頂けませんか？　いつでも私は―――私達は、里見君と仲良くする方法を知りたいと思っているんです」

　ここで真希がナナとゆりかの話に割り込んだ。いつもは控え目の真希だが、この話題に関しては見逃してはならないと考えての事だった。彼女がそう考えたのはゆりか同様にナナの変化に気付いていたからだ。そしてそれを知りたいのは他の少女達も同様だった。

「特に何もなかったと思うんだけど………隠すような事でもないし、良いか。うん、教えてあげる」

　ナナは真希の求めに応じ、自分と孝太郎の変化の理由を教える事にした。それはナナ自身でも何もなかったと思う程の、ほんの些細な出来事だ。しかしナナの生き方に大きく影響を与えた出来事でもあった。










　きっかけは孝太郎がネフィルフォラン隊と合同演習や共同作戦を取る事が増えていた事だった。そうなると既に面識があったナナが窓口になり、自然と会話をする事が増えていった。だから六畳間の少女達から見えないところで、ナナと孝太郎の関係は『知り合い』から『友達』へと変化しつつあった。それがより大きく変化したのは、やはり合同演習。それもネフィルフォランと少女達へのサプライズパーティを含む、例の合同演習の時の事だった。

「あのう、里見さん、ちょっと………お願いしても良いかな？」

「良いですよ、どうしました？」

「私達、泥だらけになっちゃったでしょう？」

「そうですね、今日は凄く働きましたから」

　それは数日後に迫った演習の為に、山中に陣地を設営している時の事だった。ナナと孝太郎、そしてネフィルフォラン隊は、陣地設営の力仕事をしたり、作った陣地を試しに攻撃してみたりと、一日中山の中で身体を動かし続けた。おかげで彼らの身体は階級に関係なく、泥だらけになってしまっていた。

「みんな里見さんが一緒に設営を手伝ってくれた事に感動してましたよ」

「普通は仲間の仕事を手伝うもんでしょう？」

「あはは、意外とそうじゃないんですよ、今時の大きな組織の中だと。おっとっと、話が脱線しちゃった。里見さん、ちょっと」

　ナナは自分の顔に付いた泥をタオルで拭うと、孝太郎を手招きする。孝太郎は素直にそれに従ってナナに近付いた。

「どうしました？」

「あんまり大声では話せない事だから………」

　ナナはそう言って少しだけ顔を赤らめる。そして近くへやって来た孝太郎に自らも近付くと、ナナは背伸びをして孝太郎の耳元に口を寄せた。それでも孝太郎が少し屈む必要があったのは、大きな体格差のせいだった。

「………後で、一緒にお風呂に入って欲しいの………」

「えええぇぇぇっ!?」

　ナナの声は小さな囁き声だったが、それに対する孝太郎の反応は大声だった。するとナナは手を伸ばして慌てて孝太郎の口を塞いだ。

「………静かに、声が大きいわ。ちゃんと理由があるから落ち着いて………」

「………ど、どういう事ですか………？」

　最初は驚愕した孝太郎だったが、ナナが理由があると告げると幾らか冷静さを取り戻した。だがあくまで幾らかで、動揺は続いていた。ナナは孝太郎が落ち着いて来たのを確認すると、孝太郎から少し離れて理由を話し始めた。この先は多少他人に聞かれても大丈夫だった。

「今日の作業でね、私の手足の隙間に泥が入っちゃったみたいなの。今もシステムが黄色の警告を出してる」

　ナナの身体は半分以上が機械に置き換わっている。それが彼女が先程の衝撃的な言葉を口にした原因だった。

「それでね、泥が入っちゃったのは、義手や義足と生身の接続部分なの。だから私ひとりじゃ綺麗に出来なくて」

「それでさっきの話になるんですね」

　孝太郎にもナナの事情が分かって来た。彼女の手足は高度な技術が詰め込まれた義手や義足に置き換わっている。その義手や義足と生身の身体を接続している部分に泥が入ってしまったので、綺麗にする為には一旦それらを取り外さなければならなかった。その為にナナは孝太郎の助けを必要としていたのだ。

「事情は分かりましたが………それなら同僚の女性隊員にお願いしたら良いんじゃありませんか？」

　孝太郎はナナの事情がそうしたものであれば、知り合いの女性に頼むのが一番のような気がしていた。わざわざ孝太郎に頼む理由はない様に思えた。

「幾ら私が小さいといっても、力仕事になるわ。それに一番の問題は、セキュリティの権限なの。クラン皇女殿下以上の権限って、今はあなたしか持っていないから」

「そいつは………確かに」

　ナナの義手や義足は高度な技術で作られている。今はそれが問題となっていた。外部からの介入で手足が外れてしまうと大変なので、そのシステムはこれまた高度なセキュリティに守られている。それを解除できるのは基本的にクランだけだ。例外は整備担当者として登録されたルースと、クランよりも上位の権限を持つ孝太郎だけだ。本来であればクランかルースに頼めばいい事なのだが、今は状況的にそれが出来ない。今やっている事を明かす訳にはいかなかったから。厳密に言うとナナにも緊急コードを使って接続を解除する事が可能なのだが、それをするとクランに警告が行ってしまう。現状においては孝太郎にやって貰う以外にないのだった。

「だからお願い、里見さん」

「………う～～～ん………」

　孝太郎は悩み始める。状況は分かった。ナナの言い分は正しい。この状況ではナナが接続部分に泥が入ったまま我慢して過ごすか、孝太郎が一緒に風呂に入るしかない。それから孝太郎はたっぷり一分以上悩んでから、結論を出した。

「………分かりました。やります」

「ありがとうっ、里見さんっ！」

「その代わり、色々と配慮をお願いします」

「分かってる分かってる！　あんまり迷惑をかけないようにするから！」

　孝太郎の結論は、ナナと一緒にお風呂に入る、というものだった。ナナの知り合いの女性に孝太郎の権限を一時的に付与するという方法も考えたのだが、孝太郎はこの時期に一時的とはいえセキュリティに穴を開けるのは危険だと思った。だから最終的に『俺がしっかりしていれば問題はない』という結論に落ち着いたのだった。










　ナナと孝太郎は一緒にお風呂に入る前に、それぞれ一度一人でシャワーを浴びた。ナナは胴体部分を綺麗にする為で、流石にそれを真面目な孝太郎に頼むのは酷だろうという、ナナなりの配慮だった。孝太郎の方はお風呂の手伝いをする自分が汚れているとナナを洗う意味がなくなるという単純な理由からだ。そしてナナは身体にバスタオルを巻くと、風呂場の床に敷いた大きなタオルの上に横たわった。

「準備出来たわ、里見さん」

「はい。それにしても浴場を借りられて良かったですね」

「理解があって助かったわ」

「意外とあるんじゃないですかね、こういうケース」

「ああ、そうかもしれないわね」

　二人が利用しているお風呂は、サプライズパーティの本番で孝太郎達が宿泊する事になっているホテルのものだった。ホテル側に事情を話すと、総ヒノキ造りの広い浴場を借りる事が出来た。おかげでナナが床に横になっていても、孝太郎がその周りを自由に動き回れるだけの広さがあった。

「それと………ごめんなさいね、里見さん。気まずい事をさせてしまって」

「そんなの言いっこなしですよ。ナナさんのせいじゃないし、特別な状況ですし」

　そんな彼女を見下ろす孝太郎は、Ｔシャツにショートパンツ姿で浴場にいた。孝太郎はナナの補助で、自身がお湯に浸かる訳ではない。この格好で問題はなかった。

「………本当の事を言うとね、ちょっと、他の人に頼むのは怖かったんだ。部隊の仲間の事は、信じてるんだけど………」

　ナナはそう言うと申し訳なさそうに目を伏せる。ナナは部隊の仲間の事を信じている。だからこそ戦いで命を預ける事が出来るのだ。だがこの件に関しては躊躇した。自分を見る目が変わるのではないかと不安になったのだ。そんなナナに、孝太郎は小さく笑いかけた。

「そんなものですよ。分かってはいても、なかなか自分の気持ちは思い通りにはなりませんから」

「………ちょっと歳に似合わない事を言ってるわよ、里見さん」

　理解を示した孝太郎が嬉しかったが、それが多少恥ずかしくもあった。そこでナナは笑いながら孝太郎をからかうような言葉を口にした。

「ナナさんもずっと歳に似合わない事をしてきましたから、その辺の事情は同じでは？」

「そっか、うん、そうだよね。そういう事なんだよね」

　二人とも歳は若いが、お互いに少々特殊な人生を歩んでいる。おかげで少しだけ相手の気持ちが分かる。それが安心させてくれるのかもしれない、ナナは胸の内でそんな事を考えていた。本来なら孝太郎にお願いする事も怖い筈だったから。

「じゃあ、外しますよ」

「はーい、よろしくお願いしまーす」

　ピーピピピピピ、カシャッ

　孝太郎が腕輪を操作して義手や義足に信号を送ると、短い警告音の後に、それらのロックが解除された。その後はちょっとした手動の操作で義手と義足を取り外す事が出来る。孝太郎はまず、取り外したそれらを洗う事から始めた。とはいえナナが予めシャワーを浴びて大部分は綺麗にしてくれていたので、洗う必要があるのは問題の生身との接続部分だけだった。

「あ、確かに泥が入ってますね」

「そのまま寝ちゃうのヤだったんだー」

「あははは、分かります。念入りに綺麗にしておきますから」

「お願いします」

　孝太郎が義手や義足を洗ってくれている間、ナナは浴場の床に横たわって待っていた。季節は夏なので寒くはない。見えるのは天井だけ。聞こえてくるのは義手と義足を洗う音と、孝太郎の声だけ。ナナには何もする事がなかったが、不思議とこの時間が嫌いではなかった。何でだろうな、ナナはそんな事を思う。だがあえて深くは考えない。夏の夜は静かに更けていった。

「ナナさん、あっちは済みました」

　おそらく十分も経ってはいないだろう。孝太郎が出している音を聞きながらうとうととしていたナナの視界に、孝太郎の姿が戻ってきた。孝太郎は全身がずぶ濡れだった。

「ありがとう、寝ちゃう前に戻って来てくれて」

　そんな孝太郎の姿から丁寧に洗ってくれたのだろうと察したナナは、孝太郎に嬉しそうな笑顔を向ける。ナナの感覚では義手や義足は、機械仕掛けではあっても、既に自分の身体の一部なのだった。

「あとはナナさんの方ですね」

　孝太郎はそう言ってナナの横に腰を下ろした。ナナは身体をバスタオルでくるみ、床に敷かれた大きなタオルの上に横たわっている。義手や義足が取り外されていたから、ナナは本当に小さかった。

「うん、お願いします」

　孝太郎が隣に腰を下ろした時、横たわっているナナからは孝太郎が覆い被さってくるかのように見えた。しかし恐怖はない。それが何の為に行われているのかを知っていたし、ナナは孝太郎を信じていた。だからナナはそんな孝太郎に笑いかけていた。

「じゃあまずはこっちから」

　孝太郎はナナの右腕から洗い始めた。ボディシャンプーを付けて泡立てたタオルで、接続部分を包み込むようにして洗っていく。

　―――里見さんはどう思ってるんだろうな、私の貧相な身体………。

　タオル越しに孝太郎の手の感触が伝わってくる。がっしりとした手が、優しく丁寧に動いている。ありがたい事なのだが、反面それが少し不安を誘う。今、孝太郎が洗ってくれている部分は普段義手の内側に収まっている部分。あまり動かさない部分なので、細く頼りなくなってしまっていた。だから孝太郎も頼りなく感じて大事に扱ってくれているのではないか、ナナはそんな風に心配していたのだ。

「痛くないですか？」

「大丈夫、もっとゴシゴシやっちゃって平気よ」

「分かりました。実は時々みんなの肩や腕を揉んでやる事があるんですが、野球部にいた頃のつもりでやるとみんなが痛いって言うんで、最初はちょっと弱めにやるようにしてるんです」

「女の子に、筋肉むきむきの男の子にやるのと同じ強さでやっちゃ駄目よ。うふふふ」

　だが幸いな事に、孝太郎の手の力が弱い原因は、ナナが考えていたようなものではなかった。身体を洗う力を、過去のマッサージの経験から加減していたのだ。つまりナナへの配慮ではなく、他の人間の抗議への対応でそうなっていただけ。ナナがその事に安堵していると、孝太郎の手の力が少しだけ強くなる。それはナナが自分で身体を洗う時よりもちょっとだけ力が強いのだが、今のナナにはそれが嬉しかった。

　―――あ、でももしかしたら里見さんなら、全部分かっていて気を遣ってくれたのかもしれないな………。

　ナナは不意にその事に気付く。孝太郎には霊波が見える。早苗程ではないが、感情が感じ取れるのだ。そして手で触れていれば、よりはっきりと感じ取れる。だからナナは、孝太郎は彼女の小さな不安を感じ取って、ああいう言葉をかけてくれたのではないかと思ったのだ。

　―――ずるいなあ。里見さんだけ私の手札が見えてるなんて………。

　ナナは胸の中で不満を口にするも、その表情は少し前のそれよりもずっと穏やかで優しげだった。おそらくは霊波もそうなっているだろう。孝太郎には本音を隠してもあまり意味がない。逆に言うと本音でぶつかって良い相手であるという事。彼女はとても頭が良かったから、これまでそういう相手とは遭遇した事がなかった。相手の考えを先回りして、心配されないように振舞う事が出来たのだ。だが孝太郎にはそれが通じない。本音でぶつかるしかない相手、あるいは甘えられる相手と言い換えても良い。そういう人間と出逢えた事が、ナナには嬉しくてならなかった。

　―――でも、だからこそ………里見さんにも少しだけ、全部じゃなくて良いから、手札を見せて貰いたいな。迷惑だと、申し訳ないから………。

　ナナはそんな事を思いながら孝太郎を見上げる。するとまるでその心の声が聞こえてしまったかのようなタイミングで、孝太郎がナナを見た。

　―――ホラ、ほんとにずるいんだから、里見さんは………。

　ナナが孝太郎に笑いかけると、孝太郎は何事もなかったかのようにナナの右腕を洗う作業に戻った。実際は孝太郎がナナの心を読んでいるかどうかは分からない。どこまで読めているのかも謎だ。そしてその逆に、単純に孝太郎の勘である場合もあるだろう。だがどちらであっても構わない。ナナの側からすれば、どちらでも同じなのだから。

「手の強さはこんなもので大丈夫ですか？」

「はーい。大丈夫でーす」

　程なく右腕は泡だらけになった。元々そこに付いていた泥はそれほど多くはない。最後にお湯で流した後には右腕は綺麗になっていた。

「次は右脚行きまーす」

「はぁい、よろしくお願いしまーす」

　孝太郎は右腕と同じような要領で、右脚も洗っていく。手の力は引き続きちょっとだけ強かった。それを感じながら、ナナは思う。

　―――思い切って、見せて貰っちゃおうかな。里見さんの、手札………。

　今ここで訊いておかないと、次はいつこういう機会があるかは分からない。いつも多くの人間に囲まれている孝太郎だから、本音を訊ける機会は、滅多にやって来ないのだ。

「ねえ、里見さん。ちょっと………答え難い事を訊いても、良いかな？」

　ナナは決断した。だが、それは彼女にとっての繊細な問題を含む。だから彼女が孝太郎に投げ掛けたその声は遠慮がちなものだった。

「構いませんよ」

　孝太郎は即答すると大きく頷いた。ナナはそれに安堵すると話を続けた。

「ゆりかちゃんの友達としてじゃなくて、無関係の、一般の男性として聞いて欲しいんだけど………」

　ナナは天才だったが、それでも自分の重要な問題をいきなり切り出す勇気はなかった。幾つか前置きをして、予防線を張ってしまうのは仕方のない事だろう。

「はい」

「今ならあなたは………ご、強引にタオルを奪って、私を好きに出来る、わよね？　どうしてそのぉ………しないの、かな？」

　それがナナが見せて欲しいと願う、孝太郎の手札の一枚だった。訊き方が非常に遠回りになってしまっていたのだが、要するに自分を女性として見る事が出来るのか、という質問だった。それは結果的に、若い孝太郎にとって非常に刺激的な質問となった。だが孝太郎は落ち着いていた。ナナはこの時に孝太郎が驚かなかったのは、彼女の悩みを理解してくれたからだろうと思っている。そして孝太郎はナナを洗う手を止めてしばらく考えてから、ゆっくりと答えた。

「そういう事はナナさんが自由に動ける時にします。動ける時になら、強引にするっていう意味ではありませんけれど」

　ナナは十分に女性に見える。けれど自由に動けない今は何もしない―――それが孝太郎が明かした手札のカードだった。

「やっぱり、こういう身体じゃ愛せない、のかな？」

　四肢は失われ、残っている部分も細く頼りなくなってしまった。臓器も一部が人工臓器に置き換わっている。その真の姿を知ってもなお、男性は自分を女性として愛せるのか。愛せる人は現れるのか。ナナが直面しているのは、そういう他人には簡単に理解する事が出来ない、とてもとても深い悩みだ。この悩みはゆりかにさえ話した事はなかった。話したのは孝太郎が初めてだった。必死で勇気を出して話したのだ。それを確かめねば、後悔すると思ったから。だが、ここで予想外の事が起こった。

「何言ってるんですか。愛情があるなら、見た目が子供っぽくても大丈夫ですよ」

　その言葉が孝太郎の口から飛び出してきた瞬間、ナナの頭の中は真っ白になった。孝太郎のその言葉は、ナナが予想していたどの答えとも違っていた。天才の名を欲しいままにしたナナも、流石にこの答えは予想していなかった。

「それにナナさんは、どっちかというと見た目よりも性格の方が子供―――」

「そっちの話じゃないもんっ！　手や足の話だもんっ！」

　実のところ、ナナが知りたい事は既に明らかだった。孝太郎の答えはナナの予想から大きく外れたものだったのだが、しかしそれが意味するところは、孝太郎はナナの身体が機械に置き換わっている事よりも、彼女の心身が子供っぽいという事の方を問題だと考えているという事なのだ。つまり問題は子供っぽさであって、それを愛せるのなら、半分機械の身体でも関係ないという意味になるのだった。

「しまった、そっちでしたかっ!?」

「う～～～、普通そっちでしょ！　胸だって、半分ないしぃっ！」

　しかし彼女がその事に気付いたのは、もう少し後になってからの事だった。この時のナナは孝太郎の言葉に驚き、興奮気味に孝太郎を批難するばかりだった。そして確かに、この時のナナは子供っぽかった。ナナとしては深刻な悩みを相談したら、完全に肩透かしを食らったような状況なので、これは仕方のない事だろう。

「え、ええとですね………愛せる相手には、強引な事はしたくありません。一度その相手の意思を力でねじ伏せた後で、愛してるも何もないでしょう？」

　自分の間違いに気付いた孝太郎は、大慌ての様子でナナの質問に答え直した。二度目の答えは正しく質問の意図を汲んだもので、ナナも納得の答えだった。そのおかげでナナは落ち着きを取り戻し、脱線していた話題も修正された。

「………男性は普通、そういう風に考えてくれるものなのかな？」

「少なくとも俺はそうです。他の人の恋愛は良く知らないから想像ですけれど、多かれ少なかれ、他の人でもそういうものではないかと。ああ、マッケンジーは絶対そうだな。あいつはそういう奴です。間違いない」

「ふーん、そっか。そういうものなんだ………ちょっと、安心した」

　孝太郎が手札から明かした二枚目のカードは、ナナを安心させた。言葉ではちょっとと言ったが、実際のナナの安堵は深かった。半分機械に置き換わった身体でも、愛してくれる男性は現れる。それを信じる事が出来たのだ。

　―――ん？　あれっ？

　ここでナナは気付いた。もし孝太郎が最初に、ナナの子供っぽさの話を持ち出していなかったら、ここで自分は納得していなかったかもしれない、と。孝太郎の二度目の答えはナナの予想していた幾つかの答えのうちの一つ。孝太郎が最初からその答えを口にしていたなら、ナナは孝太郎が気を遣ってそう言ったのかもしれないと考えた可能性が少なくなかった。だがその直前の子供っぽさの話が、孝太郎の答えが本音であると裏付けてくれている。偶然なのだろうが、ナナにとっては大きな意味のある偶然だった。

　―――こういうのを運命っていうのかな。もう夢見がちな年頃でもないんだけど、こういう事が起こると、信じたくなっちゃうな………。

　ナナと孝太郎の間にあるのがどんな運命なのかは分からない。一生の友達になるのか、それとも他の何かなのか。だがそれが何であれ、ナナは信じたい気持ちになっていた。恥ずかしくて口には出せなかったが、本当に運命を感じていたのだ。

「もしかして気になる人がいるんですか？」

　孝太郎はナナの様子を見ていて、そう感じた。この時に彼女が浮かべていた安堵の笑顔は、その向こうに少しだけ、別の何かがあるように感じられたのだ。

「えっ？　どうして？」

「そもそも話の前提がおかしいんですよ」

　孝太郎は小さく微笑む。それはまるで小さな子供を見守っている時のような、穏やかで優しい表情だった。

「そうだった？」

「はい。最初は一般の男性が強引にタオルを奪うって話なのに、続きはこういう身体では愛せないかっていう、ある程度親密さが感じられる人の話になってて。話の前後で前提が変わっていて。だから、もしかしたら最初からある程度仲良しの誰かを想定した質問だったんじゃないか―――みたいに思った次第です」

　この孝太郎の指摘は正しかった。孝太郎と仲良くなれるかもしれないと思ったから、ナナはどこまで甘えて良いのかを確かめようとした。それがあの質問の目的だった。多少意味は違うが、確かに最初から孝太郎を想定した質問だったのだ。

「………ああ、ええ………その、うん。結果的に、そうなってしまったかも………」

　だが今のナナは、質問を口にする前の彼女とは、孝太郎に向けている感情が少しだけ違ってしまっている。ナナの小さな胸の中で、何かがそっと光を放ち始めていた。

「やっぱりいるんですね。この人ならって思えるお相手が」

「実は一人だけ………その人に会って話をした日、少し後になって気付いたの。あれ、この人ってちゃんと私の中身を見てくれてるよね―――って」

　ナナは胸の中にあるその小さな光に身を任せる。するとなんだか楽しくて、嬉しくて、自然と笑顔になった。両親やゆりか以外の相手に、こんな感情を抱くのは初めての経験だった。

「ナナさんならきっと大丈夫ですよ。意外と可愛いところがあるし、その人に今みたいに素直に胸の内を明かす事が出来れば―――」

「意外とって何よ！　意外とって！」

　ちょっと腹立たしい時もある。だがナナは気にしていなかった。孝太郎がさっき言っていたが、人の心は思い通りにならない。ナナはその通りだなと思っていた。

「ナ、ナナさんが自分で思っている以上にっていう意味ですって！　それ以外の意味はありませんっ！」

「ホントに～～～？　………でも、そう願いたいわ。楽しい人だけど、大事な事は茶化さないで聞いてくれる人なの」

「良い人じゃないですか」

「でしょう？　だから最悪でも友達ぐらいではいて欲しくて。距離感が難しいの」

　ナナはゆりか達の邪魔がしたい訳ではない。だからあるところでブレーキが必要になるかもしれない。それでもすぐ近くに居て、時々お喋りをして、笑い合って。時には喧嘩もして。そんな風に過ごす事が出来ればいいなと、ナナは思っていた。

「どうあれ、絶対に逃がしちゃ駄目ですよ」

「そのつもり。ああいう人、なかなかいない気がするから」

「その意気その意気。………よし、綺麗になった。湯船に移動しますよ」

　いつの間にか、孝太郎はナナの手足を洗い終わっていた。

　―――あれ、もう終わっちゃったの？

　ナナは孝太郎が右脚を洗い始めたところまでは覚えている。あとは孝太郎とお喋りをしていた記憶しかない。気付けば左側も終わってしまっていた。そしてそれが、ナナには少しだけ寂しく思えた。

「何度も言うようだけど、本当にありがとう、里見さん」

「本当に気にしないで良いんですよ。逆ならナナさんもやってくれたでしょう？」

「それは………そうかも。でも私じゃ里見さんが重過ぎて無理かな？　うふふ」

「あははははっ！」

　孝太郎はもう一度ナナの手足にシャワーをかけて軽く洗い流してから、その身体を抱き上げた。

「よいしょっと」

「重そうに言わないでよぅ！」

「あははははっ、はい、次は気を付けます」

　孝太郎はナナを抱き抱えて湯船まで運ぶと、その身体をゆっくりと下ろした。そして湯船の中に作られた段にナナを座らせてやる。そうするとナナはお湯の中で器用にバランスを取りながら孝太郎に笑いかけた。

「あったかーい。良い気持ち～」

「ナナさん、タオル取りますよ」

「うん。ホテルに悪いからすぐに取っちゃって」

　孝太郎はナナの身体に巻かれていたバスタオルを取り外した。タオルを湯船に入れるのはマナー違反だからだ。状況が状況なので、ホテル側は多少大目に見ると言ってくれていた。それでも出来る限りマナーを守る方が良いのは確かだろう。そしてこれによってナナは丸裸になった訳だが、幸いこの湯船は白濁した温泉のお湯を使っているので、孝太郎には彼女の裸は見えなかった。

「へ、へ………へきしっ」

　ナナのタオルを取り外した直後、孝太郎は盛大なくしゃみをした。ずっと濡れたままナナを洗っていたので、孝太郎の身体は冷えていたのだ。季節は夏だからくしゃみぐらいで済んでいたのだが、世話になっているナナとしてはこのまま放っておく訳にはいかなかった。

「里見さんも一緒に入りましょ。あったかいわよ？」

　ナナが湯船であったまっている間中、ずぶ濡れの孝太郎を待たせる訳にはいかない。かといって外で待たせるのも申し訳ない。その結果出てきたのが、孝太郎も一緒に入るというアイデアだった。

「そういう訳には………ナナさんは嫁入り前の女性です」

　一緒に入るなら孝太郎も服を脱がねばならない。孝太郎は、二人共裸になって一緒に入るのは流石にやり過ぎだと思っていた。

「実は一人だと不安定なのよ。ちょっと気を抜くとこうなっちゃうの」

　ぱちゃん

　突如、ナナの身体が倒れ、湯船に沈んでいく。

「わー、ナナさんっ！」

　バシャアッ

　孝太郎は慌てて湯船に手を突っ込み、ナナの身体を引き起こした。

「ぶはーっ！」

「何やってるんですかっ！」

「あはは、ごめんごめん。でもこれで分かったでしょ？　私一人だと危ないの」

　ナナは手足がない状態でお湯に浸かっている。身体を支えているのは底面と壁面に接しているお尻と背中、後は彼女のバランス感覚だけだ。それではゆっくりお湯に浸かるという状態とは程遠い。彼女にゆっくりして貰うには、助けが必要だった。

「だからお願い」

　孝太郎が浴場の外に出てしまうと、ナナが倒れてしまった時に困る。そうなると孝太郎が湯船の外で支え続けるか、一緒に入るかの二択になる。だからナナは後者を選んだ。ナナはもう、孝太郎には甘えても良いのだと、知っていたから。

「………そういう事なら、しばらくご一緒します」

　散々悩んだ結果、孝太郎はナナと一緒に入る事にした。湯船の外でずっと支えているとナナは急かされているように感じるだろう。今回もやっぱり『俺がしっかりしていれば問題はない』という結論に落ち着いたのだった。

「うん、お願いします。ちょっとだけ目を瞑っておくね？」

「助かります」

　孝太郎は自身も裸になって軽くシャワーを浴びると、湯船の中に入っていく。そしてナナの隣に腰を下ろした。するとその気配を察してナナが目を開く。

「あはは、それでもちょっと、恥ずかしいね？」

「同感です。………どうしましょうか？」

「こうして寄り掛かってるよりも、抱き抱えて貰った方が安定すると思う」

「やってみます」

　孝太郎はナナをそっと抱き上げ、背中を見るような向きで膝の上に乗せた。ナナはそのまま孝太郎の身体に寄り掛かる様にする。最後に孝太郎はナナの腰に腕を回して、自動車のシートベルトのように身体を固定してやった。

「こんな感じでどうですか？」

「あ、なんかしっくり来たかも」

　二人には大きな体格差があるので、ナナは孝太郎の腕の中にぴったりと収まっていた。高さも上手く合っていて、彼女の顔がお湯に沈んでしまうような事はなかった。そして彼女が力を抜いても身体は安定していた。

「しばらく、このままお願いできる？　ちょっと長くなるかもしれないけれど………」

「このぐらいの事で良いなら幾らでも」

「ありがと」

　ナナは身体から力を抜いて、一度大きく息を吐いた。悩みは多いし、疲れも溜まっていた。こうしてお湯に浸かっていると、そうしたものがお湯に溶けだしていくかのような気持ちにさせられた。

「………ふふふ………なんだかこれ、癖になりそう………幸せ………」

　そして何より、背中と腰に感じる孝太郎の存在が大きい。寄り掛かっているナナをしっかりと、それでいて優しく支えてくれている。常に先頭に立って戦ってきた彼女だから、こうして誰かにしっかりと甘え、完全に守られているのは滅多にない事だった。ナナの記憶では佳苗と一緒だった頃以来の筈だ。しかもこの時の感覚は、佳苗の時のそれとは何かが少し違っていた。ずっとこうしていたいと思わせる、何かを感じるのだった。

「温泉ぐらいで大袈裟な」

「ぶぅ、温泉にはちゃんと癒しの効能があるんだから」

　ナナはその何かを、温泉の効能だと思う事にした。そしてもう少し時間が経ってから、自分の心や生き方を見つめ直して、その上でその何かの正体を探ろうと思っている。だから今日のところは、このままもうしばらく温泉を堪能する事にしたナナなのだった。










　ナナは少女達に、あの日の出来事を全て伝えた訳ではなかった。自分の気持ちは深いところまでは話さなかった。孝太郎の気持ちに関しても、多くが想像になってしまう部分なので、殆どが省略された。それに時間が限られていたので細かく話す余裕がなかったし、自分と孝太郎だけの秘密にしておきたい事もあったのだ。

「―――という感じで、しばらく里見さんと一緒に温泉に入ったの。それでおしまい。色気のある話じゃないし、何か事件があった訳でもない。ただあの日を境に、私は里見さんをそれまで以上に信頼するようになった、っていうだけの話なの」

　だが多くが伏せられていてもなお、話を聞いた少女達は騒然となった。

「おやかたさまが、未成年のナナさんと裸で混浴っ!?　それは犯罪ではっ!?」

「ルースさぁん、ナナさんは立派な大人ですよぅ！」

「コウ兄さんとお風呂かぁ………いつ以来だろう」

「コトリもコータロー様とお風呂に入った事があるんですかっ!?」

「子供の頃だけどね」

「ちなみにごろすけも何度か里見君と一緒にお風呂に入った事があります」

　やはり十代の少女達にとって、ナナの話は衝撃的だった。幾ら事情があって仕方がなかったとはいえ、簡単に聞き流せるような内容ではない。ナナの話はルースによって記録されていたので、この動揺はいずれ少女達全員に波及していく事になるだろう。

「でもでもぉ、ナナさんが里見さんとぉ、急に仲良くなった理由はぁ、凄ぉくよく分かりましたぁ」

「私は友達が少ないから、里見さんと仲良くしてるのが目立つんじゃないかしら」

「ナナさんと里見さんが友達になったのは良い事ですぅ！」

　動揺していなかったのはナナの弟子であるゆりかだけだった。ゆりかはナナがどんな人生を歩んできたのかを誰よりも良く知っていたので、ナナが孝太郎に甘える構図にどんな意味があるのかを、おぼろげながらも想像する事が出来たのだ。

「これは後程おやかたさまに詳しく話を聞かなければなりません」

「コウ兄さんがナナさんをお風呂に入れてあげたって、言葉通りだと思うんだけど」

「そうよ、本当にそうなの。里見さんは本当に丁寧にお風呂に入れてくれただけで、私の方がそれをきっかけに色々と自分を見つめ直したというか」

「いいえ！　これは騎士の品格に関わる問題なのです。詳細を確認しなくては！」

「里見君がルースさんをお風呂に入れてあげないと、大変な事になりそうだわ」

「ルースさんはぁ、羨ましいんですねぇ」

「………ルース様だけで済みますかね？」

「怖い事言わないで、ナルちゃん！」

　だが味方がゆりかとナナ、琴理とナルファだけでは、孝太郎はこれからやってくる災難を免れる事は出来ないだろう。この話をティアや早苗、キリハが知ればどうなるか。それは火を見るよりも明らかだった。







　孝太郎とティアがネフィルフォラン隊から解放されて戻って来ると、やはり一騒動起こった。ルースはとても丁寧に孝太郎に説明を求め、途中から事情を察してティアも参戦。その場は大混乱に陥った。これは結局、繊細な話題を時間が限られた立ち話でしてしまった事が問題だった。簡単に言うと説明が中途半端だったのだ。だから孝太郎の方は服を着ていたとか、洗ったのは腕と脚だけとか、細かい部分が明らかになると騒動は自然と終息していった。ナナの義肢の開発にはルースも深く関わっていたので、孝太郎達がサプライズパーティを隠す為にそうする必要があった事は理解出来た。またそのサプライズパーティそのものがネフィルフォランだけでなく、ルース達の為でもあった事が大きかった。

「………ナナさんって意外と人付き合いが下手なところがあるよな」

　それがこの一件に関する孝太郎の感想だった。ナナは紛れもなく天才なのだが、それゆえに全てを一人でこなし、他人と深く繋がりを持たずに来た。例外はそれに気付いていた佳苗だけ。ナナはいわゆる孤高の天才だったのだ。だからこそ時間が足りない状況で繊細な話をしてしまうというミスが起こった。孝太郎の言葉通り、ナナは経験不足から人付き合いがあまり上手ではなかったと言えるだろう。

「そういう意味じゃ、ゆりかとはいいコンビだったんだろうな。ゆりかは優しいから、丁度うまい具合にお互いの欠点を補い合ったんだろう」

　騒動が収まった後は、孝太郎は再び一人に戻っていた。これはまだ会場で顔を見ていないメンバーを探したかったからなのだが、多少の気まずさから逃げ出す意味もあった。孝太郎は自分の判断と行動に間違いがなかった自信はあるが、そこはやはり十代の少年。孝太郎の方も、あの話題の後で涼しい顔をし続けるには経験不足だった。

「………おっ？　あれはアルゥナイア殿と埴輪達か」

　そうやって孝太郎が一人で夏祭りの会場を歩いていると、うまい具合に見知った顔を見付けた。それはぬいぐるみのような姿のアルゥナイアと埴輪のカラマとコラマ。踏まれないようにする為か、三人は宙に浮かんでとある屋台を眺めていた。

『あの雲のような食べ物は何だ!?　儂は見た事がないぞ！』

『あれは綿あめだホー！』

『砂糖を熱して小さな穴から飛ばす事で、細い糸状にしているんだホー！』

『そしてあの棒で糸を絡め取って、雲状の塊にしている訳か。ふぅむ、火竜の帝王たる儂も知らぬような、面白い熱の使い方だ！』

　三人は綿あめの屋台を熱心に眺めていた。特に熱心なのはアルゥナイアで、火竜である彼は炎で熱して砂糖を糸状にする仕組みに興味があり、綿あめ機のまわりをぐるぐると回って観察を続けていた。ちなみにアルゥナイア達の姿は孝太郎達以外には見えていない。魔法を始めとする各種技術で守られているので、彼らが好き勝手に飛び回っていても騒動になる心配はなかった。

『シズカ、シズカ、あの綿あめなるお菓子が食べてみたい！』

「一個だけよ？」

『分かっとる分かっとる』

『オイラ達も綿あめが食べたいホー！』

『頼むホ、姐御ー！』

「分かった。こう見えて我も綿あめには興味がある」

『姐さんは話が分かるホー！』

『やったホー！』

　そしてアルゥナイアと埴輪達の傍には静香とキリハの姿もあった。彼女達と彼らは切っても切れない関係なので、彼女達がいるのは必然だった。

「いつも不思議なのですけれど、あなた達って食べ物が食べられますのね？」

『オイラ達も詳しい事は知らないんだホー！　何度か機能が改善されて、気が付いたら食べられるようになっていたんだホー！』

『どうやら元々は成分分析の機能だったらしいホー！　多分毒見役だホー！』

「いいかげんですのねぇ………」

　加えてもう一人、クランの姿もあった。多少人見知りの気があるクランなので、十年前の世界からの縁で仲良しのキリハと一緒だと過ごし易いのだった。

「我もやはり、祭りに来ると食が進んでしまう」

「キィは意外と花より団子派ですのね。いえ………むしろらしいのか」

「そう言ってくれるのはクラン殿だけだ」

「私、しばらく体重計の事は忘れる事にします」

　アルゥナイアは実体がないので、何かを食べる時は静香が代わりに食べて、その感覚情報を共有する形を取る。つまりアルゥナイアが食べまくると、それが静香の体重に跳ね返ってくる事になるのだ。

「それがいい。何せ日本の祭りにはしばらく来られないのだからな」

「シズカ、あなたそれ以上痩せる必要がありまして？」

「うぅ………私はクランさんみたいに自動的に体型が維持出来る体質じゃないから、ちょっと体重が増え気味で………」

　食べ盛り育ち盛りの静香なので、クランの華奢な身体が羨ましくて仕方がなかった。クランは孝太郎が心配になる程に食が細いので、運動を殆どしなくても太らないのだ。とはいえ心配した孝太郎に運動はさせられているのだが。

「ですって。どう思いまして、ベルトリオン？」

「今のままで良いと思いますよ、大家さん」

「さ、里見君っ!?　いつからいたの!?」

「ええと、体重計のあたりからです」

「我と一緒に楽しく見守っていた」

　孝太郎が彼女らと合流したのはこの時だった。多少体重が増えていた静香は驚きに目を見張る。よもや孝太郎に聞かれていたとは思ってもいなかったのだ。

「ああんっ、もうお嫁に行けないっ!!」

「大家さんはそこから幾らか太っても絶対に嫁に行けると思いますけど」

「だそうだ。良かったな、静香」

「絶対よ、絶対だからね、里見君っ！　発言の責任は取ってねっ！」

「えっ、ええと………」

　加えて言うなら静香は空手で身体を鍛えているので、全身が筋肉で覆われている。筋肉は脂肪より重いので、彼女は引き締まった身体なのに、見た目よりずっと重い。ただ沢山食べて太ったのとは訳が違うのだ。空手を止めれば良いのだろうが、父親から習った技は捨てられない。彼女はダイエットの袋小路に嵌ってしまっていた。年頃の女の子だから、必死になるのも無理は無いだろう。

『お前の体重などどうとでもしてやるから、参るぞシズカ！　いざ、綿あめ！』

「もー、おじさまったらぁ………」

『参るホー！』

『姐御、こっちだホー！』

「うむ」

　そんな静香の思いも露知らず、能天気な三人は勇んで綿あめの屋台の待機列に並ぶ。それに続く静香の足取りは重い。静香にはいざとなればアルゥナイアが火炎を吐いて強引にカロリーを消費するダイエットの裏技があるのだが、その強引な手法はリバウンドし易い諸刃の剣だった。しかも身体に対して、他にどんな影響があるのかもはっきりとは分かっていない。つまり安易には使えない手段なので、何の救いにもならないのだった。

「ところでキィは体重はどう管理していますの？」

「主に戦闘訓練だ。それでも今年は少し体重が増えてしまっている」

「それだけ胸が大きくなれば、増えて当然ですわ」

　クランは自分の胸に軽く触れながら、キリハの胸を見つめる。両者の質量と体積には著しい差があり、クランは大きな溜め息をついた。

　―――そういうクラン殿の行動が孝太郎の心を捉えている訳だが………教えてしまうとその行動自体が消えてしまうし。どうしたものか………。

　胸の大きさを気にしているクランはとても可愛らしい。キリハはその様子が孝太郎の気持ちを捉えているのだろうと考えていたのだが、クラン自身はそこには気付いていないようだった。とはいえ教えてしまうとその可愛い行動が消えてしまうだろうから、教えてしまう訳にもいかなかった。

「お前はもっと体重を増やすべく、今日は食いたいものを片っ端から食え」

「でも、残してしまうとお店の方に申し訳ないですし」

「残しても良いぞ。それぐらい俺が食ってやるから」

「………でしたら、少し頑張ってみますわ」

「それがいい」

「クラン殿」

「なんですの、キィ」

　色々と考えた結果、キリハはクランに近付くと、その耳にある事を囁いた。

「………、………、………」

「そ、そうですわね！　今日は頑張って沢山食べる事にしますわ！　皇国とシュワイガ家の繁栄の為に！」

「ふふふっ、頑張ってね、クランおねえちゃん。皇国とシュワイガ家の為に」

　フォルトーゼ皇国とシュワイガ家の繁栄には、とにかく跡取りの子供が必要だ。クランが誰と結婚するかはともかくとして、彼女が安全に子供を産めるくらいには太っている必要があるだろう―――キリハが囁いたのはそんな言葉だった。胸の事はどうする事も出来ないが、代わりにせめてクランの後押しをしてやりたい。キリハもまた、クランの事は大切に思っているのだった。










　それから孝太郎達は食べ物を扱っている屋台を順番に回っていった。先導しているのはアルゥナイアと埴輪達だったが、珍しくクランも食べる気満々でそれに続いていた。クランは主にりんごあめやベビーカステラなど、甘い物を中心に食べ歩いている。埴輪とアルゥナイアはそうではなく、焼きそばやお好み焼きのようなジャンクフード系が中心だ。そして静香は両方なので、とても大変という訳だった。

「ベルトリオン、クレープのお店はこっちですわ！」

「ちょっと落ち着けって」

「あなたが片っ端から食えと言ったんですわよ？　それに皇国とシュワイガの為に、健康的な身体が必要ですの！」

「お祭りの屋台の食べ物で健康になるかどうかは分か―――まあ、いいか」

「さあ、並びますわよ！」

　クランは孝太郎の手を引き、笑顔を振り撒きつつ、先を行く三人に続く。そんなクランと孝太郎の後ろ姿を眺めながら、キリハは一人微笑んでいた。そしてそんなキリハの姿を見逃さなかったのが静香だった。

「………キリハさんって良い女ね」

「何事だ、藪から棒に」

「自分の事を後回しにして、クランさんの心配をしてあげていたでしょう？」

「我とは違って、クラン殿は少し立ち場が難しいのだ」

「里見君が気付いたら、きっとキリハさんに惚れ直すわよ」

「気付こうが気付くまいが、結局は同じ事だ」

「えっ？」

「我らが選んだ男は、大事な事を見落とすような安っぽい男ではない。経緯に多少の違いはあろうが、結末に違いはない」

「………やっぱり、キリハさんって良い女だわ。敵わないなあ………」

　静香はそう言ってキリハに苦笑する。静香は体型や体重の事を別にしても、一人の女性としてキリハには敵わないような気がしていた。静かで深い愛情と、決して揺らがない鉄壁の信頼。こんな女の子に好かれたら、男の子は幸せだろう。キリハの言動には女の子の静香にもそう確信させるだけの大きな説得力があった。

「私も頑張らなくっちゃ」

「その意気だ。我一人では、あの男は救えない」

「それをサラっと言えちゃうのも、キリハさんの凄いトコだと思うわ」

　キリハは自分が完璧な人間ではない事を理解していた。自分に足りない部分を補ってくれる誰かが必要だった。それは静香の心の強さや明るさ、早苗の無邪気さや元気さといったものだ。キリハはそうしたものを揃えれば孝太郎を守る事が出来、そして同時にいずれ根負けさせる事が出来るだろうと確信していた。

「ねえキリハさん、参考までに訊きたいんだけど、私の欠点って何だと思う？」

「ない」

「ちょっとー、真面目に考えてよ～！」

「真面目に考えて、恐らく汝が我らの中で一番女性としてのバランスに優れている」

「それじゃダメなんだってばぁ、もぉ～～～」

「ふふふっ」

　静香は自分には弱点があると認める事が出来るキリハを凄いと思っていた。むしろそれを完璧と言うのではないかとすら思っている。そして静香はいずれ自分もキリハのように出来れば良いなと願うのだった。







　一方その頃、早苗達と晴海は水風船釣りで遊んでいた。水風船釣りというのは、文字通り水風船を釣る遊びだ。水風船が小さなプールに沢山浮かべられていて、それを紙製のひもの先にフックが付いた道具で釣り上げるのだ。紙製のひもは濡れると切れやすい。それまでに幾つ釣れるかという遊びだった。簡単に言うと水風船版の金魚すくいといったところだろう。

「ねー、晴海ー」

「何ですか、東本願さん」

「あたしすぐひもが切れちゃうんだけど、なんかコツがある？」

　ここで意外な才能を発揮したのが晴海だった。早苗達が苦戦する中、晴海は次々と水風船を釣り上げていた。そこには何か早苗達が知らない秘密があるに違いない―――そう考えた『早苗ちゃん』は晴海にコツを尋ねていた。

「そうですね………ひもに力がかかった時、弱いところから切れます」

「うん、それはわかる」

「だから弱い部分が濡れるのが一番困ります。先端部分はどうしても濡れるから仕方がありませんが、なるべくひもが水に濡れないようにする必要があります」

「じゃあ必殺の一本釣り漁船方式はダメって事？」

　ひもとフックを釣り糸と釣り針に見立て、『早苗ちゃん』はそれを水中に泳がせるようにして水風船を引っ掻けようとしていた。それではひもの大半が濡れてしまうので、あっという間に切れてしまうのだった。

「残念ながら、そうなると思います」

「そっか、やってみる！　ありがとね、晴海！」

「はい、頑張って下さい、東本願さん」

　ばしばし

　水風船にはゴムひもが付いていて、ヨーヨーのように遊ぶ事が出来る。晴海は両手に一つずつ持った水風船を交互に投げて遊んでいる。『早苗ちゃん』はそれが羨ましくてならない。自分も最低二つは取る予定だった。

『ねえ「早苗ちゃん」、次は私にやらせてね？』

「うん。あたしは今回で決める！」

「『早苗ちゃん』、晴海は何て言ってた？」

「んーと、何でかは忘れたけど、ひもが濡れないようにしないとダメなんだって」

「濡れないようにか………じゃあさ、霊力で守っちゃおうか？」

「それだ！」

『駄目だよ二人共！　そんなのインチキじゃない！』

　一本釣り方式にこだわった『早苗ちゃん』と、そもそも丁寧という言葉には縁遠い『お姉ちゃん』は水風船を一つしか取れていない。平然と三つ取った晴海に負けていられないと、二人は気合が入っていた。だから一個あれば十分じゃないかと考える『早苗さん』とは多少の温度差があった。

「じゃあ、フックをひっかけるトコが良く見えるように視力を上げるだけで我慢する」

『それもあんまり良い事じゃないんだけどなあ………』

「あんたは深く考え過ぎなのよ」

『二人が何も考えてなさ過ぎるんだよっ！』

　多少の騒動はありつつも、二度目の水風船釣りは上手くいった。『早苗ちゃん』と『お姉ちゃん』は慎重に―――あくまでこの二人にとっての慎重さだが―――ひもとフックを操って、何とか二つずつ水風船を釣り上げた。そしてどちらも三つ目を釣り上げようとしたところでひもが切れてしまい、そこで終了となった。

「調子に乗って大物を狙ったのがいけなかった」

『大きいのはちょっと重いのかもしれないよ、「早苗ちゃん」』

「そう言えば、晴海の水風船は小さめのだけだね」

「私はただ、小さい方が遊ぶ時に掴み易くて良いかなと思って取っただけです。結果的にそれが良かったみたいですね」

　ばしばし、ばしばしばしばし

　晴海と早苗達は全員に水風船が二個ずつ行き渡っていた。四人で一斉に水風船のヨーヨーをしていると結構目立つし、それなりに音も出る。そしてそれが彼らを引き寄せる原因となってしまった。

「よー、ねーちゃん達、楽しそうじゃねーか」

「俺達も交ぜてくれよ」

「絶対に楽しませてやっからさぁ」

　それは三人の男達だった。年齢はどれも二十歳を過ぎたくらいの若い男性で、しかし友好的な雰囲気とは程遠い、高圧的で自己中心的な言動の者達だった。

　―――そういえば、里見君と出逢った時が丁度こんな感じだったっけ………。

　三人の男達が姿を現した時、晴海は少しだけ懐かしい気持ちになった。晴海が孝太郎と出逢ったのは、丁度こんな風に勝手な男性に絡まれていた時の事だったのだ。違いは晴海の方があの時よりもずっと強いという事。負ける気がしないので、そんな事を思い出している余裕があったのだった。

「ホホウ、このあたしの魅力に気付くとはなかなかいい趣味をしているな！」

　それに比べると『お姉ちゃん』は既に戦う気満々だった。男達は気付いていないが、その拳には霊力が宿り始めている。『お姉ちゃん』は面倒だから三人ともぶっとばしちゃおうという安易な発想をしていた。

「黙ってついてくれば良いんだよ、ねーちゃん達！」

「だがその態度がいただけない。覚悟は良いかおっさん達！」

　そしてそれは『早苗ちゃん』も同じだった。ただし彼女の場合は水風船に強力な霊力が宿り始めている。超霊子ヨーヨーとかカッコ良いんじゃないか、彼女の興味は男達よりもそこに集中していた。

『駄目だよ「お姉ちゃん」も「早苗ちゃん」も！　相手は普通の人なんだから、そんなに力を出したら死んじゃうよ！』

　不安になっていたのは『早苗さん』だけだった。だがそれでも彼女の心配は二人の早苗が彼らを殺してしまいそうだという点であって、自分達がどうにかされるという事を心配しているのではなかった。普段は武装した軍隊と戦っている彼女達なので、非武装の民間人に負ける筈もない。問題は二人が話を聞いていないという事の方だろう。二人共正義感が強いので、こういう勝手な人間が許せないのだった。

「ここは魔法少女らしく、きっちりとカタを付けましょう」

　そうやって不安になっている『早苗さん』を救ったのは晴海だった。

「あー、そーか。ぱんちで行くとあたしの魔法少女としての評判が下がる！」

「流石晴海！　確かに血が出るのはまずいよね！　子供達の愛と夢を守らねば！」

　それまでは全然話を聞いていなかった二人だが、晴海の言葉には心を動かされた。彼女達が理想とする正義は、魔法少女のアニメに大きく影響を受けている。魔法少女は常に愛と夢、友情を忘れない。今ここで彼らをボコボコにすると、周りにいる子供達がショックを受ける。それは彼女達の思う所ではない。おかげで拳と水風船に宿る霊力が少し弱まり、霊力の性質がダメージを与える事から気絶させる事へと変更された。

「何をごちゃごちゃ言ってやがんだ！」

「一緒に来いって言ってんだよ！」

「俺達に敵うとでも思ってんのかぁっ!?」

　三人の男は自分達がどれほど危険な状態にあったのかを知らず、戦闘態勢を取る早苗達を威圧する。声をかけられても平然としている早苗達が気に入らない事もあって、この時の彼らは相当な勢いだった。

「やっつけよう」

「うん、面倒だよね」

『説得だよ二人共！　魔法少女は最初は説得から入らないと！』

「なんだとぉっ、俺達が優しくしていれば付け上がりやがってぇ！」

「女子供だからって容赦するな、やっちまえ！」

「こんなガキ共に舐められてたまるかよぉっ！」

　いきり立った男達は強引に早苗達を力で従わせようと、彼女達に掴みかかった。彼らには『早苗さん』の姿が見えていないので、『お姉ちゃん』と『早苗ちゃん』、晴海の三人に襲い掛かった。

「えい」

「やー！」

「本当はこんな事はしたくないんですが………」

　デコピン、水風船、アライアの記憶の中にあった護身術と、三人はそれぞれの方法で彼らをあっさりと撃退した。やはり普段相手にしている敵とは技術的にも装備的にも格が違う。負ける要素は一切なかった。

「くっ、くそっ、何だこいつら!?」

「偶然だ、もう一回やるぞ！」

「ざけんなよ女共ぉっ！」

　可愛らしい女の子達に地面に這いつくばらされ、男達は痛くプライドを傷付けられた。危険なのは恐らくこの部分だろう。このまま彼らを倒すのは簡単だが、そうすると彼らは仲間達を伴って復讐しようとするだろう。エスカレートして日常的に襲ってくるようになれば、幾ら早苗達でも危険なタイミングはある。そして彼女達はそこが分かっていない。早苗も晴海も、やはり発想が普通の女の子なのだった。

「待って下さい、川越先輩！」

　そんな時にやって来たのが賢治だった。近くを通りかかった彼は、騒動に気付いて両者の間に割って入った。賢治は早苗達が気付いていない危険に気付いていたのだ。

「先輩だと？　お前は誰だ？」

「草柳先輩に可愛がって貰っていた、松平と言います。草柳先輩に連れられて、川越先輩にも何度かお会いした事があります」

「………言われてみれば確かに見覚えがあるような………」

　賢治は男達と面識があった。そしてそれを手掛かりに、男達の懐に飛び込んでいく。それは賢治にとっても非常に危険な行為だ。だがこのまま対立が拡大する事は、双方にとって大きなリスクだった。そしてそうであるにもかかわらず、双方がそれを理解していない状況に賢治は焦っていた。だから危険と分かっていても賢治は飛び込んだ。このやり方なら夏祭りの主催者側が気付く時間が稼げるので、最悪でも賢治がボコボコにされるだけで済む筈だった。

「実はこの子達、草柳先輩の関係者でして」

　この言葉は嘘だった。確かに賢治は草柳という人物に可愛がって貰っていたのだが、早苗達は草柳との面識はない。賢治が涼しい顔で放ったハッタリだった。

「草柳の？　道理で気合が入った女共だった訳だ」

「どうでしょう、ここは草柳先輩の為に、退いてはいただけませんか」

「………良いだろう、草柳には借りがあったしな。今回は奴の顔を立てよう」

「ありがとうございます、川越先輩！」

　幸いな事に賢治は彼らの説得に成功した。早苗達が強かった事と、賢治の交友関係の広さが功を奏したのだ。彼らは賢治のおかげで退き下がる口実を得た。勝つ事は出来なかったが、面目を保ったまま退く事が出来たのだ。

「だが、その女共にも良く言い聞かせておけよ？」

「もちろんです、寛大な判断に感謝致します！」

　深々と頭を下げる賢治に背を向け、三人の男達は去っていく。賢治と前後して現場に辿り着いた孝太郎は、賢治が鮮やかに事態を収拾した事に感心していた。

　―――流石はマッケンジー、この手の局面では天才的だな………。

　賢治は交友関係が広く、豊富な経験から交渉能力も高い。緊張状態であっても普段通りの能力を発揮するメンタルの強さも素晴らしかった。孝太郎も男達が集団で復讐してきた時の危険性を理解していた―――孝太郎はゲリラ戦として理解していた―――ので、賢治に対する評価は非常に高かった。しかし賢治にとっての不幸は、一番理解して欲しい相手がその辺りの事を分かってくれない事だった。

「に、にいさん………まさか………あんな人達とも付き合いがあったなんて………」

「こっ、琴理っ、誤解だっ！　付き合いじゃない！　地域の色々なチーム同士の政治的な関係なんだっ！」

「地域？　色々なチーム？　兄さん、あなたはまさか、お天道様に顔向け出来ない職業の人達と繋がりがっ？」

「ちっ、違うっ、違うんだ琴理！　俺は音楽をやっているチームに仲良くして貰っていただけで、その活動範囲があいつらと被ってて何度か―――」

「だまらっしゃい！　汚らわしい！」

　賢治の妹である琴理は、この一件で賢治の評価を更に下げた。騒動を無事に解決した事よりも、そもそも彼らと面識がある事の方を問題視したのだ。

「キンちゃん、ちょっと待った、今回だけは待ってくれ！」

「そうよ、里見君の言う通りよ！　松平君は大したものよ！」

『ケンジはそんな人じゃないわ！　もっとケンジを信じてあげて！』

　だが幸いな事に今回は味方がいた。孝太郎と、賢治の連れの汐里とエミリーだ。この三人が必死に説得した事で、賢治は事なきを得た。

「………分かりました。今回の事には目を瞑ります」

「はー、危なかった………」

「お前、さっきの連中よりもキンちゃん相手の方が緊張してんのな」

「ああ。家族相手の問題はやり直しが効かないだろ」

「むしろやり直しが効くんだよ、普通はさ………」

　そして孝太郎は、賢治の兄としての立場がかなり危うい状況である事に、密かに心を痛めるのだった。







　時計の針が七時を回ると、孝太郎達は花火大会を観る為に移動を開始した。孝太郎達には様々な移動手段があるので、花火を観るのに最適な場所へ簡単に移動する事が出来る。この場所に来たのは孝太郎達十三人だけで、賢治達は来ていない。賢治達は眺めの良いレストランの予約をしていて、そこから花火を観る事になっているという話だった。

「………その辺りがあいつがモテる理由なんだろうな。俺は夏祭りで散々食っちまうつもりでいたから、その辺まで気が回らないんだ」

「そうかもしれませんが、里見君はそのままでいて下さい。私達が求めているのは、そういう事ではありませんから」

「マキ、貴女やハルミがそうやって甘やかすから、ベルトリオンはいつまでたってもエレガントな振る舞いが身に付かないんですのよ？」

「そーは言っても、メガネっ子も孝太郎と一緒に屋台で食べまくったんでしょ？」

「そっ、それは………そうですけれども………」

「結局のところ、クランもコータローにはその辺りを求めておらんのじゃ」

　孝太郎達は小さな山の中にある崖の上にいた。そこは花火が打ち上げられる地点のすぐ近くで見晴らしもよく、見物にはうってつけの場所だ。だがこの場所にやってくる為の道が整備されておらず、他の見物客は来ない。幸い孝太郎達は宇宙船ですぐに来られるので、特等席でゆっくりと花火の見物が出来るのだった。

「私はレストランよりもここの方が良いです。撮影し易いですから」

「ナルちゃんはそうよね。カメラ何処に置く？」

「あそこと向こう、ハンディは私が持ちます」

「ううん、私が撮るよ。ナルちゃんは日本の花火は初体験だから楽しんで！」

　孝太郎達はそれぞれに見物の準備をしながら花火大会が始まるのを待っていた。花火大会の開始は七時半。もうすぐ始まる筈だった。

「静香さぁん、たい焼き食べますかぁ？」

「私はもう無理。飲み物だけちょうだい」

「はぁい。じゃあじゃあ、消化を助けるウーロン茶をどうぞぉ」

「ありがと、ゆりかちゃん」

『たい焼きか………興味があるのだが………』

「流石に無理！　もうお腹が爆発しそう！」

『仕方ない。諦めよう』

『今日は沢山食べたホー！』

『静香ちゃんに嫌われると次が困るホー！』

「戦略的撤退という事だな」

『姐御、その表現イタダキだホー！』

「ではそのたい焼き、わたくしが貰っても宜しいでしょうか？」

「良いですよぉ。クリームとあんこ、どっちが良いですかぁ？」

「クリームでお願いします」

「はぁい、どうぞルースさぁん」

「ありがとうございます、ユリカ様」

　ビニールシートを敷いてお菓子と飲み物を用意し、準備万端整ったところで、上手い具合に最初の花火が打ち上がった。

　どーん

　打ち上げの為の火薬が炸裂する大きな音。それに少し遅れて夜空に大輪の花が咲く。吉祥春風市には代々続く花火の老舗、吉祥屋がある。その現当主が丹精込めて作り上げた自信作は、その鮮やかな輝きが完璧な円を描くように広がっていった。

「すごいすごい、アレって本当に機械式じゃないんですか!?」

「ええ。フォルトーゼの花火とは違って、完全に火薬の爆発だけでやっていますのよ」

「そうなんですね！　コトリ、撮れましたか!?」

「うん。ちゃんと撮ったよ。大丈夫。あと今のナルちゃんの姿も撮ってる」

　フォルトーゼの花火は技術が進み過ぎていて、爆発の完全な制御が可能だ。それをせずに美しい花火が打ち上がった事に、ナルファは感動していた。逆にちょっとがっかりした者もいる。少し後ろで見ていたナナだった。

「里見さん、里見さんが大き過ぎて全然見えなかった」

　彼女は孝太郎の後ろに座っていたのだが、孝太郎の身体が邪魔になって花火の半分以上が見えていなかった。

「ナナさんが小さいからですよ」

　孝太郎は顔だけ振り向いて笑う。

「すぐそういう事を言うんだからー」

　ナナは軽く口を尖らせて、不満げに孝太郎の背中を突っついた。その姿はまるで子供のようだったが、この時にナナの姿を見ていた者には不思議とそれがしっくり来ているように感じられていた。

「俺の前に座ると良いですよ。こっち空いてますから」

「うん、そうさせて貰うね」

　ナナは素直に孝太郎の提案を聞き入れ、飲み物のペットボトルを手に這うようにして前に進んでくる。その間も何度か花火が上がり、そんな彼女の愛らしい姿を鮮やかに照らし出していた。

「よいしょっと」

　どーん

「あはは、ここだとちゃんと見えるわ！」

「………ナナさん、俺の前ってそういう意味じゃないんですけど」

「あれ、違った？　でもここだと少し視線が高くなって丁度良いのよ」

　ナナは確かに孝太郎の前に座っていた。だがビニールシートの上ではなく、孝太郎の胡坐の上にすっぽりと嵌り込むようにして座ってしまっていた。

「あと寄り掛かって見れるから便利」

「俺は支えなきゃいけないから不便なんですけど」

「里見さんも何かに寄り掛かれば良いのよ」

　単純にナナが勘違いしたのか、それとも狙ってやったのか、その辺りは孝太郎には分からない。だが彼女はそこから降りるつもりはないようだった。そして見上げてくるナナの瞳の奥に何かの光を感じ取った孝太郎は、彼女に降りろとは言わなかった。

「そこはあたしに寄り掛かるべし」

「早苗っ、今おぶさったら倒れる倒れるっ！」

「きゃ～～～～！」

「ばた～～～ん！」

　ナナに寄り掛かられ、早苗が背中に乗った事で、孝太郎は大きくバランスを崩して後ろに倒れた。よくある光景なので、少女達はそのまま花火を眺めている。そうしていないのは琴理と静香の二人だけだった。琴理は孝太郎の姿をカメラで撮影していた。ナルファが欲しがる映像だからだ。もう一人の静香は最初から孝太郎とナナのやり取りを見ていた。そして孝太郎が後ろに倒れた時に軽く微笑み、隣に座っているキリハを見た。

「………キリハさんの言う通りだわ」

「うん？」

「さっき言ってたでしょう？　私達が選んだ人は、大事な事を見落とすような男ではないって。それがよく分かった気がするの」

「人知れず苦しんでいたナナを、放っておけなかったのだろう」

「きっとそうね」

　静香の視線の先では、孝太郎がナナを抱えて早苗を背負ったまま、起き上がろうとしていた。二人を下ろせば起き上がるのは簡単なのだが、孝太郎は何故かそうせずに無駄な苦労をしていた。そしていつの間にか、そんな孝太郎達を見つめている瞳は静香や琴理のものだけではなくなっていた。静香とキリハのやり取りを耳にした時に、少女達は自然とその瞳が孝太郎達に吸い寄せられたのだ。

「そのせいでまた、順番待ちの列が出来そうだけど」

「結構な事だ。ふふふふっ」

　そしてきっと、数秒後には誰かが行動を起こすだろう。ナナが座っているその場所に、自分も是非座らせて欲しい、と。そういう発想が出てくるのは、彼女達がリラックス出来ている証拠と言えるだろう。孝太郎は苦労するのかもしれないが、夏祭りにやってきた本来の目的は達成されたようだった。
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